サポートガイド(保証規定) 


今後必要になる場合がありますので、コンピュータのセットアップが終了したら、お買い上げの製品の 
情報をご記入〈ださい。 

リストの最初の4項目（モデル番号、製品番号、シリアル番号、およびソフトウェアのビルド番号）は、 


[ヘルプと サポート]から表示できます。起動時に表示される [ウエル カ厶 センタ 内にある [ヘルプと サ 
ポート]一[システ厶情報]の順にクリック、または、起動時に [ウエルカムセンタを 実行されない方は、 
Windows Vista のスター ト ボタンー [ヘルプと サポート]一[システ厶情報]の順にクリックします。オペ 
レーテイングシステ厶は、 Windows Vista のスタートボタンー [コント ロールパネル]一[システ厶とメン 
テナンス]一[システ厶]の順にクリックすると、 [コン ピュータの基本的な情報の表示]の下の [Windows 
Edition] に表示されます。購入日については、購入元の紳品書や保証書に記載されている印にてご 


確認〈ださい。 

なお、 HP のサポート窓口にお問い合わせになる前に、 lil 下の情報をお手元にご用意〈ださい。 
モデル番号： 

システ厶(製品）番号： 

シリアル番号： 

(10 析の英数字） 

ソフトウXアビルド番号： 

オペレーティングシステ厶： 



購入日: 


例： 2008年1月30日 
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サポート情巧 


ぉ客様へ 

このたびは、 HP のデスクトップコンピュータをご購入いただきあり 
がとうございまず。 HP のコンピュータは、開発中に数多くの品質テ 
ストを通過することで厳しい品質基準を満たしています。 HP はこの 
厳しい基準により、品質と信頼性の高さを認められていまず。 

HP では、広範囲におよぶ品質テストを行うことで、ずべてのコン 
ピュータが工場出荷前に正し〈動作することを確認していまず。さら 
に、コンピュータに貼付した品質保証シールにより、工場出荷後に 
不正な変更が行われていないことを示していまず。 

HP では、製品の拡張およびアップグレードが、すべてのお客様に 
とって役立つものと考えております。 HP 製のコンピュータは、お客 
様のニーズに合わせてアップグレード可能でず。 

ハードウェアのアップグレードは、コンピュータのセットアップが完 
了してから初めて行えます。セットアップの方法については、製品 
に付属の『クイックセットアップ J を参照して〈ださい。システムの 
セットアップおよび電漏投入に関するトラブルが発生した場合は、 
直ちにこの『サポートガイド J1 に記載されている HP のサポート窓口 
にお問い合わせ〈ださい。この作業は、システムのアップグレード 
を開始する前に、最初に行う必要があります。 

コンピュータ背面のセキュリティシールを破ることで、お客様は、シ 
ステムのアップグレードを開始ずる前にコンピュータの動作が正常 
であると確認したことになります。セキュリティシールを破った時点 
で、法規上許される範囲内において、「ハードウェア限定保証規 
定」に示されている条件が適用されまず。 

このたびは、 HP 製品をお買い上げいただきありがとうございました。 
本製品を有意義にごミ舌用いただければ幸いです。 

お届け時の义品 • 不具合についで 

HP は、製品ご購入直後の欠品や、着荷時不具合にできるだけ速 
やかに対応いたします。ご購入されましたらすぐに、同捆物に不足 
品がないかをご確認〈ださい。 

製品ご購入後7日レ:>1内に製品に不具合が発生した場合や、万が 
一欠品があった場合には、保証書をお手元にご用意の上、 HP 
Pavilion コールセンタまでご連絡〈ださい。 HP にて不具合状況を確 
認させていただき、修理対応や欠品補充などのサポートをいたし 
ます。 


なお、付属されている CD や登録カード、保証書類は、紛失されて 
も再発行はできません。欠品がないことを十分にご確認の上、保 
証書、本書等と一緒に大切に保管して〈ださい。 

困ったときは 

情巧を入手したり、サポート窓口に巧い合わせたりする巧 
合は、が下の順巧で行います。 

1 コンピュータのセットアップおよび使用方法については、『クイッ 
クセットアップ J1 および製品のマニュアルを確認します。 

2 ハードウェアおよびソフトウェアについて調べるには、 
[Windows ヘルプとサポート]を使用しまず。 Windows Vista 
のスタートボタンー[ヘルプとサポー d の順にクリックします。 
[Windows ヘルプとサポート]には、役立つトラブルシューテイン 
グ情報やレ:>1下のような情報が含まれています。 

• コンピュータをを録するぺージへのリンク 

• お使いのコンピュータの製品番号、モデル番号、およびシリ 
アル番号などのシステム情報 

• 電子メールでサポートを受ける方法 

• 認定を受けたサポート担当者への連絡方法 

• サポート窓口の電話番号 

• お使いのコンピュータのユーザガイドへのリンク 

3 ハードウェアに問題があると考えられる場合は、サポート窓口 
に問い合わせる前に、コンピュータにあらかじめインストールさ 
れている ハードウ ェア診断 ツー ルを実行します。 Windows 

Vista のスタートボタンー[すべてのプログラム]一 [PC ヘルプと 
ツール] 一 [ハードウェア 診断 ツール] の順にクリックします。 

4 巧術情報や最新ソフトウてアは、インターネットの HP サポートサ 
ィト http://h50222.www5.hp.com/support/family1 2455. 
html で入手します。 
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5 問題が解決しない場合は、レ:>1下の電話番号で HP のサポート窓 
口にお問い合わせ〈ださい。 

HP Pavilion コ ー J レセンタ 


TEL : 


0120 -330309 


携帯電話から： 03-6830-1870 

受付時間 

月〜金曜日： 午前9時〜午後9時 

±曜日： 午前9時〜午後5時 

(祝日、年末年始および5/1を除く） 


ユーザ ガイドの巧所 


お使いのコンピュータから一部のューザガイドを参照できまず。 
Windows Vista のスタートボタンー[すべてのプ□グラム」一[ュー 
ザガイド]の順にクリックしまず。 


お困りですか？ HP にお任せください 

このコン ピュ ータ は、お買い上げいただいた時から長期間にわたっ 
て正常に機能するように設計されています。ただし、複雑で高性能 
な装置のため、場合によっては、故障する可能性もあります。 その 
時は、 HP にお任せ〈ださい。 

修理が必要な巧合 

コンピュータの修理、または部品の交換が必要な場合は、 HP のサ 
ポート窓口が作業を手配しまず。 

引取修理サービスをご利用になる場合は、 HP のサポート窓口から 
のご案内に従って、巻末の 「HP Pavilion デスクトップ PC 修理依頼 
確認書」にあらかじめ必要事項をご記入いただき、パソコン本体箱 
への同捆をお願いいたしまず。 


ソフトウェアサポート 

お使いのソフトウェアまたは ISP (インターネットサービスプロバイ 
ダ）について質問がある場合は、ソフトウェアの製造販売元または 
ISP に問い合わせる力、、製造販売元または ISP の Web サイトを参照 
して〈ださい。問い合わせ先および Web アドレスはレ:>1下のとおりで 
ず。これらの Web アドレスは 、 Internet Explorer の[お気に入り]リス 
卜に含まれていることもあります。下に情報がない場合は、電話 
サポートおよび電子メールサポートが実施されていない可能性が 
あります。記載されていないソフトウェアについては、 HP のサポー 
卜窓口による30日間の限定サポートが適用されまず。レ: I 下のソフト 
ウェアは、お使いのコンピュータにインストールされていない場合も 
あります。 

Adobe Reader 

httq ;// www . adobe . co . ip / 

Norton Internet Security by Symantec 

http :// www . symantec . com / reqion /| p / techsupp / 

CyberLink 

httD :// ip . cyberlmk . com / jpn/support [ pn / su 叱 ort index.isp 


このサービスは、保証期間中適用されます。 

この保証には、一部制限および例外事項（ならびに重要な詳細事 
項)がありまず。詳し〈は、「ハードウ1ア限定保証規定」を参照して 
〈ださい。 

本書の内容は、将来予告なしに変更されることがあります。 

個人情窗做護について 

HP カスタマサポートでは、サービスご利用時にお客様の個人情報 
をお伺いする場合がございまず。お伺いいたしました個人情報は 
ご購入いただいた製品についての保守、修理、電話サポート等力 
スタマサポートサービスを履行ずるためにのみ利用させていただ 
きまず。また、個人情報を正確かつ最新の状態で管理するよう努 
めるとともに、個人情報への不正アクセス、紛失、破壊、改ざんお 
よび漏えい等を防止ずるため、適正な安全管理措置を講じまず。 

HP における個人情報保護の方針の詳細については、レ:>1下のホー 
ムページをご覧〈ださい。 

ホームぺージ： 

http :// h 50146. www 5. hp . com / info / privacy / p oiicvmdex.litml 
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ハードウ: L アお定保証規定 

巧証括囲 

この保証規定は、 HP というブランド名のもとで日本ヒューレット- 
パッカード株式会社似下 「 HP 」 という）により製造•販売された製品 
のハードウェアに適用されまず。 HP としづブランド名のもとで販売さ 
れたソフトウェア（ハードウェア製品にあらかじめインストールされ 
ているプログラムを含む）に関する HP の義務は、 HP 所定のエンド 
ユーザ使用許諾契約書またはプログラム使用許諾契約書の規定 
に従います。 HP は、この保証規定に基づきソフトウェアを修理また 
は交換する義務を負いません。 HP というブランド名レ:>1外のハード 
ウェアおよびソフトウェア製品については、現状のままで提供され 
るものとしまずが、その製品の製造元、供給元または発行元により 
独自の保証が提供されることがあります。 

巧証巧 ra およびな証サービス提供方法 

この製品の保証期間は、電話サポート、電子メールサポートを含 
み、製品ご購入日から1年間でず。（セットアップ時の電話サポート 
は、30日間でず。） 

この製品が保証期間内に故障した場合には、 HP はクーリエ修理 
サービス（引き取り修理サービス)またはセンドバック修理サービス 
を無償提供いたしまず。 

保証期間および保証サービスの提供方法は製品ごとに異なりまず。 
製品ごとの保証期間および保証サービスの提供方法は、「サービ 
スをご利用になる前に必ずご確認〈ださい」に記載されています。 
「サービスをご利用になる前に必ずご確認〈ださい」およびこの保 
証規定は、その記載内容および規定が適用される HP 製品に添付 
されていまず。 

巧証サービスの租類 

引取修理 サービス 

HP 限定保証には、引取修理サービスが含まれています。引取修 
理サービスでは、 HP はお客様の所在地から故障した HP ハードウェ 
ア製品を引取し、修理後に返送しまず。このサービスにかかる修 
理費用、輸送費用、および保険料は、すべて HP が負担します。 


巧証を件 

HP は、お客様が HP または HP 製品販売店から購入されたハード 
ウェア製品について、保証期間中通常の使用条件のもとで、材質 
または製造上の欠陥がないことを保証します。保証期間はご購入 
の日より開始し、製品を購入された日付、および販売店印など所 
定事項の記入のある保証書をご提示いただいた場合に限り保証 
を適用しまず。この保証は最初の購入者であるお客様ご本人にの 
みに適用され、お客様が製品を転売された第兰者には適用されま 
せん。また、消耗品については保証の対象とはなりません。 HP は、 
保証期間中に製品が故障した場合に、 HP の選択によりその製品 
を修理するか同等または同等レ:>1上の製品との交換をおこないます。 
修理には、新品または同等の性能を持つ再生部品を使用しまず。 
この保証に基づいて交換された部品および製品はずべて HP の所 
有となります。 

この保証規定は日本国内においてのみ有効です。 HP 製品の保証 
およびサービス条件は、国ごとに異なります。すなわち、サービス 
が提供される国の保証およびサービス条件が適用されます。この 
保証規定は、 HP または HP 製品販売店で購入された製品にのみ適 
用されまず。 

この保証規定は、次に記載する事項が原因で損傷または故障した 
製品には適用されません。 

( a ) 事故、製品の誤用、溢用、巧染、不適切または不十分な保守 
または較正、その他外的原因 

化)火災、地震、落雷、および風水害、その他天災地変、あるいは 
異常電圧などの外部要因 

(C) 製品のユーザマニュアルに記載されている動作条件の範囲外 
での使用 

( d ) HP から提供されていないソフトウェア、インターフェース、部品、 
または販売した部品の使用 

( e ) 製品の改造 

の HP または HP 正規保守代理店レ:>1外の者による修理、保守サービ 
ス、およびそれに類する行為 
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( g ) 消耗品 
ル）ウイルス感染 

( i ) 適切な設置環境が準備、維持されていない場合 



(j) 運搬中の損失または損傷 

HP は、保証対象製品の修理または交換をもって保証サービスを完 
了するもので、プログラム、データ、記録装置および記載媒体に対 
ずる損傷または記録損失につての責任を負いません。製品に記 
憶または記録されたデータやプログラムは、修理に際し破壊また 
は消去される場合があります。この破壊または消去されたものの 
復元について HP は責任を負いません。 HP は、この保証規定に明 
示の規定を除〈一切の明示または黙示の保証(商品性および特定 
目的への適合性に関する黙示の保証を含む）をするものではあり 
ません。 HP は、この保証規定に明記されていない一切の保証を否 
認しまず。法律により黙示の保証が適用される場合も、この保証 
規定に明示されたものに限られまず。 

巧なが巧 

HP は、製品自体または製品が機能しないことによって生じたいか 
なる損害(プログラムやデータの損傷および消失、逸失利益、付随 
的損害、派生的損害を含む）について責任を負いません。また、第 
兰者からのまたは第兰者のために成ず、お客様からのいかなる請 
求についても責任を負いません。 

この制限は、損害賠償またはその他の請求がこの保証規定、不法 
行為（過失責任および厳格な製品責任を含む）、契約上の請求ま 
たはそれレ:>1外の請求原因に基づ〈ものであるかに拘らず、適用さ 
れるものとしまず。また、何人もこの制限について権利を放棄した 
り、変更ずることはできません。この責任の制限は、 HP または HP 
の代理人がそのような損害の可能性についてお客様より事前に知 
らされていた場合においても有効とします。ただし、人身障害に対 
ずる賠償請求にはこの制限が適用されません。 


HP Care Pack (ち償サービス） 

HP Care Pack (ケアパック）は、製品本体のハードウてア保守期間 
やサービスレベルを拡張ずるサービスでず。 

保証期聞の延長 

HP Care Pack をご購入いただくと、保証期間のハードウェア保守 
期間を延長できまず。 

電話による無償テクニカルサポート期 ra の延長 

HP Care Pack をご購入いただくと、保証期間の電話による無償保 
守テクニカルサポート期間を延長できまず。 

修理費の低価格化•定額化 

製品の標準保証期間が終了した後に故障した場合、故障箇所に 
よっては思わめ修理費用が掛かる場合がありまず。しかし、あらか 
じめ HP Care Pack をご購入いただ〈ことで予定外の支出がなくなり 
ます。万一、二度目の故障が起こった場合でも HP Care Pack の契 
約期間中は無償修理が提供されるので安むです。 

迅まな修理 

HP Care Pack では、あらかじめお客様登録をしていただきまずの 
で、万一の故障の際に専用受付窓口が最ルの時間で受付対応さ 
せていただきまず。 HP Care Pack のご購入•ご登録がない場合に 
は、保証書確認や有償修理の場合のお手続きなど所定の受付対 
応後に修理を承りまず。 

HP Care Pack のご贈乂について 

HP Care Pack は、ハードウェア製品と同時あるいは1年!^内にお 
買い求め〈ださい。 HP Care Pack のご購入については、 HP または 
製品お買い上げの販売店にお問い合わせ〈ださい。 

詳しくは HP カスタマ•インフオメーシヨンセンター(電話 03-6416- 
6660) にお問い合わせ〈ださい。 

HP Care Pack の詳細は HP のホームぺージ 

http://www.hp.com/ |p/carepack rixed/ でもし案内し了■し、まず。 



サービスをご利用になる前に必ず 
ご確認〈ださい。 

サービスやサポートを受ける前に何か準備が 
必要ですか。 

HP のサービスを効率よ〈お受けになるために、お電話の際には製 
品の保証書をお手元にご用意〈ださい。 

修理受付やテクニカルサポートの際にはな下の情報をお客様にお 
尋ねいたしまず。 

• 製品のシリアルナンバー、機種名および製品番号 

• ハードウ1ア構成、ご使用のソフトウ1アの種類とバージョン 

• 表示されたエラー•メッセージ、お客様の行った操作など 

製品の取扱説明書にトラブルの解決方法が記載されている場合 
がありまずので、一度ご確認〈ださい。また、 HP は、インターネット 
で製品やサービスに関する情報を提供してしなず。お客様からよく 
いただ〈ご質問に対ずる答えなども掲載しておりまずので、 HP の 
ホームぺー ン （ http :// h 50222. www 5. hp . com / support/family 
12455. html ) をご覧ください。 

この保証にはどのようなを件があるのですか。 

HP は、保証書をお客様からご提示いただいた場合に保証サービ 
スを提供いたします。保証書は再発行いたしませんので保証規定 
と共に大切に保管して〈ださい。 

製品の修理作業に際し、製品に記録されたデータやプログラムが 
破壊または消去される場合があります。 HP は、お客様のデータや 
プログラムの保存および復元についての責任を負いません。修理 
の前にはお客様がプログラムやデータのバックアップを取られるこ 
とをお願いいたしまず。同様に修理後のバックアップデータの復元 
や、各種再設定はお客様にて行っていただきます。 

保証期間は製品ご購入日から開始しまず。この製品が保証期間 
内に故障した場合には、 HP または HP 正規保守代理店が保証規定 
に基づいて修理 サービスを 行います。 


ソフトウェアテクニカ J レサポート 

HP ソフトウェア、 HP によりプリインストールされた第兰者製ソフト 
ウェア、および HP から購入した第兰者製ソフトウェアに対するテク 
ニカルサポートは、 HP への複数の連絡手段により、ご購入日から 
30日間受けることができます。ただし、すべてのソフトウェア製品 
にテクニカルサポートが提供されるものではありません。詳し〈は、 
HP のサポート窓口にお問い合わせ〈ださい。連絡手段には電子メ 
ディアおよび電話による連絡が含まれます。オンラインリソースお 
よび電話によるサポートについては、 「 HP へのお問い合わせ」をご 
覧〈ださい。例外事項はソフトウェア使用許諾契約に規定されます。 

ソフトウェアテクニカルサポートが提供される場合には、レ:>1下の 
範囲に限定されまず。 

• インストールに関するご質問へのご回答(方法、開始手順、およ 
び要件） 

• ソフトウェアのセットアップおよび設定（方法および開始手順）。 
システムの最適化、カスタマイズ、およびネットワークの設定は 

• システムエラーメッセージの説明 
• システムの問題とソフトウェア使用の問題の区別 
• サポートパック情報またはアップデートの入手 

ソフトウェアテクニカルサポートには]^下のサポートは含まれま 
せん。 

• ユーザに より生成されたプログラムまたは ソースコードの 生成 
または診断 

• 非 HP 製品のインストール 
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HP へのお問い合わせ 

お使いの製品が限定保証期間中に故障した場合は、レ: i 下の方法 
でサポートをお受けいただ〈ことができます。 

• サポート窓口については、 HP Pavilion コールセンタ（電話 
0120 -330309) へお問い合わせ〈ださい。 

• サービスを効率よ〈お受けになるために、お電話の際には製品 
の保証書をお手元にご用意〈ださい。修理受付やテクニカルサ 
ポートの際には、レ:>1下の情報をお客様にお尋ねいたします。 

• 製品のシリアルナンバー、機種名、および製品番号 

• ハードウてア構成、ご使用のソフトウてアの種類とバージョン 

• 表示されたエラーメッセージ、お客様の行った操作など 


HP Pavilion コールセンタ 


TEL : 

携帯電話 / PHS からは: 
受付時間 
月〜金曜日： 

±曜日： 


0120 -330309 
03-6830-1870 

午前9時〜午後9時 
午前9時〜午後5時 


(祝日、年末年始および5/1を除く) 


巧証およびサポートの適用®囲の 
巧認方ま 


保証、サービス、およびサポート、また製品についての最新情報を 
る隹目忍9—な f こ f み、 http ソ / welcome . hp . com / country / \ p / [ g / support . 
him! を参照して〈ださい。 


製品の取扱説明書にトラブルの解決方法が記載されている場合 
がありますので、一度ご確認〈ださい。また、 HP は、インターネット 
で製品やサービスに関ずる情報を提供しています。お客様からよく 
いただ〈ご質問に対する答えなども掲載していまずので、日本 HP 
の ホ ームぺー ジ ( http :// www . hp . com / j p /) をご覧〈ださい。 
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ソフトウ I ア使用許諾契約ま 


本製品を使用ずる前に、レ:>1下の条項をよ〈お読み〈ださい。 

本ソフトウェア使用許諾契約書似下 「 EULA 」 という）は、 HP の製品 
(な下 「 HP 製品」という）とともに使用ずるために HP がインストール 
または提供した「ソフトウェア製品」のうちお客様と HP (またはその 
サプライヤ）間の別途の使用許諾契約の適用を受けない「ソフト 
ウェア製品」のお客様による使用に適用される、 （ a ) お客様（個人 
または単一法人）と （ b ) Hewlett-Packard Company ( lU 下 「 HP 」 とい 
う）との間の法的な契約書です。他のソフトウェアには、そのオンラ 
イン文書類の中に EULA が含まれている場合があります。「ソフト 
ウェア製品」とは、関連媒体、印刷物、および「オンライン」または 
電子的文書類を含むコンピュータソフトウェアのことでず。本 
「 EULA 」 の補足または追加の規定力 《 「 HP 製品」に添付されている 
場合があります。 

「ソフトウェア製品」に関する権利は、お客様が本 「 EULA 」 の全ての 
条件に同意ずる場合にのみ提供されます。[同意する]ボタンを選 
択することによって、お客様は本 「 EULA 」 の条件に拘まされること 
に同意したものとみなされまず。同意されない場合、本 「 EULA 」 の 
条件に同意されないことを示すボタンを選択し、インストール、複製、 
ダウンロードまたはその他の方法で r ソフトウェア製品」を使用しな 
いで〈ださい。未使用の「ソフトウェア製品」およびお客様の HP ハー 
ドウェアを、 ご購入後14 日 レ :I 内に購入店までご返却いただければ、 
代金を全額返還いたしまず。 

1.使用許諾 

お客様が本 EULA の全条項を遵守することを条件として、 HP は、お 
客様に、レ:>1下の権利を許諾しまず。 

a . 使用 

「ソフトウェア製品」は、単一のコンピュータ （1^ 下、「お客様のコン 
ピュータ」という）で使用できるものとしまず。「ソフトウェア製品」が 
インターネット経由でお客様に提供されたものであり、最初に複数 
のコンピュータでの使用が許諾されていた場合、「ソフトウェア製 
品」は、それらのコンピュータでのみインストールおよび使用できる 
ものとしまず。本「ソフトウェア製品」の構成部分を切り離して、複数 
のコンピュータで使用することはできません。お客様には、本「ソフ 
トウェア製品」を頒布ずる権利はありません。お客様は、「ソフトウェ 
ア製品」を使用ずるために、お客様のコンピュータの一時メモリ 
( RAM ) に「ソフトウェア製品」を読み込ませることができるものとし 
まず。 


b . 保存 

お客様は、本「ソフトウェア製品」を 「 HP 製品」の口ーカルメモリまた 
はストレージデバイスに複製することができるものとします。 

C. 複製 

お客様は、元の「ソフトウェア製品」のずベての財産権表示を損な 
わず、バックアップの目的でのみ使用ずることを条件に、「ソフト 
ウェア製品」のアーカイブ用複製物またはバックアップ用複製物を 
作成できるものとしまず。 

d . 権利の留保 

本 「 EULA 」 において明示的にお客様に許諾されていない権利はず 
ベて、 HP およびそのサプライヤが留保します。 

e . フリーウェア 

本 「 EULA 」 の条件に関わらず、全部または一部を問わず、 HP の専 
有ソフトウェアではないソフトウェア製品または第兰者による公有 
使用許諾に基づいて提供されたソフトウ王アであるソフトウてア製 
品似下「フリーウェア」という）は、個別契約、シュリンクラップ使用 
許諾、またはダウンロード時に同意される電子的使用許諾条件の 
いずれのお式であるかを問わずに、かかる「フリーウェア」に付随 
ずるソフトウェア使用許諾契約の条件に従うことを条件として、お 
客様に使用許諾されるものです。お客様による「フリーウェア」の使 
用には、すべてかかる使用許諾条件が適用されるものとします。 

f . 復旧ソリューション 

「 HP 製品」に付属して、または 「 HP 製品」用として提供されたソフト 
ウェア復旧ソリューションは、ハードドライブベースのソリューショ 
ン、外付け媒体べースの復旧ソリューション（たとえば、フロッピー 
ディスク、 CD 、 DVD など）、またはその他の形式で提供される同等 
のソリューションのいずれの形式であるかを問わずに、最初の購 
入時にその復旧ソリューションが提供された 「 HP 製品」のハード 
ディスクを復旧ずる場合にのみ使用できるものとします。かかる復 
旧ソリューションに含まれる Microsoft ® 社オペレーティングシステ 
ムソフトウェアの使用については、 Microsoft 社使用許諾契約書が 
適用されまず。 

2. アップグレード 

アップグレードとして特定された「ソフトウェア製品」を使用ずるため 
には、お客様はまず、アップグレードの資格があるものとして HP が 
認定した原「ソフトウェア製品」の使用許諾を取得しなければなりま 
せん。アップグレードの適用レ:>1降は、お客様は、アップグレードに 
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関ずる資格の根拠となった、原「ソフトウェア製品」を使用できない 
ものとします。 

3 . 追加ソフトウェア 

HP が提供した原「ソフトウェア製品」のアップデートまたは追加ソフ 
トウェアには、 HP 力たれらアップグレードまたは追加ソフトウェアと 
共に別途条件を提供する場合を除き、本 「 EULA 」 が適用されます。 
かかる条件がお互いに矛盾する場合は、別途提供された条件が 
優先しまず。 

4 . 譲渡 

a . 第兰者 

「ソフトウェア製品」の初期ユーザは、一回に限り、「ソフトウェア製 
品」を他のエンドユーザに譲渡できるものとします。いかなる譲渡 
にも、すべての構成部品、媒体、印刷物、本 「 EULA 」、 および、該当 
する場合はに ertificate of Authenticity 」 を含める必要がありまず。 
委託などの間接的な譲渡は許可されないものとしまず。譲渡に先 
立ち、譲渡される製品を受理ずるエンドユーザは、すべての 
「 EULA 」 条件に同意ずる必要があります。「ソフトウェア製品」の譲 
渡に伴い、お客様の所有する使用許諾は自動的に終了しまず。 

b . 制限 

お客様は、「ソフトウェア製品」を賃貸、リース、または貸与できず、 
商業用目的でのタイムシェアリングまたはサービスビューロでの 
使用を目的として、「ソフトウェア製品」を使用できないものとします。 
お客様は、本 「 EULA 」 に明示的に規定される場合を除き、ソフト 
ウェア製品の使用を第兰者に許諾したり、ソフトウェア製品を譲渡 
または移転したりできないものとしまず。 

5 . 財産権 

「ソフトウェア製品」およびユーザ マニュアル 等の文書類に関する 
ずべての知的財産権は、 HP またはそのサプライヤに帰属し、米国 
著作権、企業秘密、商標法、その他の適用される法律ならびに国 
際条約の規定によって保護されています。お客様は、「ソフトウェア 
製品」の識別、著作権表示、または財産権制限の記載を製品から 
除去してはならないものとしまず。 

6 . リバースエンジニアリングの制限 

お客様は、「ソフトウェア製品」をリバースエンジニアリング、逆コン 
パイル、または逆アセンブルできないものとしまず。ただし、この制 
限に関わらず、準拠法によって許可される場合、本 「 EULA 」 に明示 
的に規定されている場合はこの限りではありません。 

7 . 期間 

本 「 EULA 」 は、終了または拒絶されない限り、効力を有ずるものと 
します。本 「 EULA 」 は、本 「 EULA 」 に規定された条件に基づいて、ま 


たはお客様が本 「 EULA 」 のいずれかの条件を遵守しなかった場合 
にも終了されまず。 

8 . データ使用の承諾 

お客様は、 HP およびその関連会社が、「ソフトウェア製品」に関す 
るサポートサービスに関連してお客様が提供する技術情報を収 
集し、これを使用する場合があることに同意ずるものとしまず 。 HP 
は、このサービスの提供に必要な範囲レ: I 外で、この情報を、お客 
様を個人的に特定ずる形式において使用しないことに同意しまず。 

9 . 保証の否認 

準拠法によって許可される最大限の範囲において、 HP およびその 
サプライヤは、「ソフトウェア製品」を、「現状有姿」の状態で「瑕疵 
を問わない条件」で提供しまず。 HP およびそのサプライヤは、明示 
的もしくは黙示的であるかまたは制定法によるかを問わず、「ソフト 
ウェア製品」に関し、財産権および非侵害に対する保証、ならびに、 
市場性、特定目的への適合性、およびウイルスに巧染されていな 
いことに対する黙示的保証、義務または条件を含む（ただしこれら 
に限定されません）、他の一切の保証および条件を否認しまず。 
州/管轄地域によっては、黙示的保証の除外または黙示的保証の 
期間限定が許可されてしぶい場合もあります。その場合は、上記 
の保証の否認はお客様には適用されません。 

10. 責任限定 

お客様が被ることになる損害に関わらず、本 「 EULA 」 の規定に基づ 
〈 HP およびそのサプライヤの全責任、および上記ずベてに関する 
お客様への唯一の救済は、お客様が「ソフトウェア製品」に対して 
実際に別途支払った金額または5米ドルのうちいずれか大きい方 
の金額を限度とずるものとしまず。準拠法によって許可される最大 
限の範囲において、 HP またはそのサプライヤは、いかなる場合で 
あっても、「ソフトウェア製品」の使用もし〈は使用不能に関連して 
発生ずる、あるいはその他本 「 EULA 」 の規定に関連して発生ずる 
特別損害、付随的損害、間接的損害、または派生的損害(利益の 
喪失、秘密情報もしくはその他の情報の喪失、事業の中断、人身 
傷害、およびプライバシーの喪失による損害を含むが、これらに限 
定されない）については、 HP またはいずれかのサプライヤがこれら 
の損害発生の可能性を通知されていた場合であっても、また、お 
客様への救済がその本来の目的を達成できない場合であっても、 
-切責任を負わないものとします。州/管轄地域によっては、付随 
的損害または派生的損害の除外または制限が許可されていない 
場合もありまず。その場合は、上記の制限または除外はお客様に 
は適用されません。 

11 . 米国政府顧客 

FAR 1 2.211および1 2.21 2に合致して、商用コンピュータソフトウェ 
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ア、コンピュータソフトウェア文書類、および商用品の巧術データは、 
HP 標準の商用使用許諾に基づき、米国政府に使用許諾されまず。 

12. 輸出まの遵守 

お客様は、米国およびその他の国のすべての法律および規則ル:>1 
下「輸出法」という）を遵守して、「ソフトウェア製品」が、 （1) 直接も 
しくは間接を問わず、「輸出法」に違反して輸出されないこと、また 
は (2) 核兵器、化学兵器、または生物兵器の拡散を含み(ただしこ 
れらに限定されない）、輸出法によって禁止されているいかなる目 
的のためにも使用されないことを保証するものとします。 

13. 契約の能力と権限 

お客様は、居住している国/州/地域において法的な成人年齢に 
達していること、また、該当ずる場合、お客様はお客様の雇用者よ 
り本契約締結に関ずる正当な権限を与えられていること力 《 、必要 
でず。 


14. 準拠法 

本 「 EULA 」 の準拠法は米国カリフナルニア州法としまず。 

15. 完全な契約 

本 「 EULA 」（「 HP 製品」と共に提供される本 「 EULA 」 の追加または修 
正の規定を含む）は、「ソフトウェア製品」に関するお客様と HP との 
間の完全な契約であって、「ソフトウェア製品」または本 「 EULA 」 力《 
扱うその他の事項に関して、口頭または書面を問わずになされた、 
従前のまたは現時点の連絡事項、提案事項、および表明事項の 
すべてに優先するものです。 HP のポリシーまたはサポートサービ 
ス用プログラムの条件が、本 「 EULA 」 の条件と矛盾する場合には、 
本 「 EULA 」 の条件が優先して適用されまず。 
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哟 

お合直古書 

ISO/IEC 17050 -1 および EN 17050 -1 準拠 

供給を名： 

供給者所在地： 

Hewlett-Packard Company 

Hewlett-Packard し ompany 

10955 Tantau Ave 

は、 m 下の製品 
製品： 

モデル番号： 

Cupertino, CA. 95014 

パーソ ナル コンピュータ 

900 

aOOO、al 000、 a 5000、 a 6000 

CPT-001 P、CPT-001 R、CPT-002 P、CPT-002 R、CPT-003 P、CPT-003 R、CPT-004 P、CPT-004 R、CPT-005 R 
CQ 2000 

dl 000、 d 4000、 dx 2000、 d 5000 
g 2000、 g 3000 

mOOO、ml 000、 m 5000、 m 7000、 m 8000、 m 9000 
sOOOO、s 300 0、s 7000 

SRI 000、 SR 2000、 SR 5000、 SA 4000、 SV 2000、 SV 7000、 SG 2000、 SG 3000 
tOOO、1 3000 
u 6000 

V 2000、 V 7000 
wl 000、 w 5000 

x5000、z 500、 z 6000、 IQ 500、に700、に800シリーズ 

製品オプション： 

モデ厶力ード： RD01-D850、CX-9Z-NR0134 

Bluetooth : BM-GP-BR-5 1 

TV チューナカード： 71 XXX 、 74xxx、78xxx、26xxx、25xxx、JayHawk、Fennec、Twolf 
キーボード: 51 XX 、 KB-06XX、KB-09XX、KM713A、KU-0841 、 SK29xx、11Ol-PO し PRl1-01 、 RK713A、 
9131URF.5189URF 

マウス： KM713A、RM713A、M389、M889、MOBJKC、MOBJKO、MOBLUL、MODGUO、M-SBQl 33、 


M-SBPl 33、 M-SBF96、M60PB、 N1 7RBP、N17ROPKYE. 9131URF、5189URF、MORFBIUO 
がが下の製品規格に適合することを宣言します。 

ま全： IEC 609>50-1:2001 / EN609>50-1 : 2001 


電波： 

EN 60825-1 : 1994 + Al: 200 2 + A2: 2001, Class 1(Laser/LED) 

CISPR 22:1997 / EN 55022 :1998 +A1:2000 +A2:2003, Class B/ EN 55022:2006, Class B 

CISPR 24:1997 / EN 55024:+! 998 +A1:2001 +A2:2003 

EN 55020:1995 / EN 55020:2002 +A1:2002 + A2:2005 

EN 55013:2001 +A1: 2003 

EN 61000 -3-2: 200 6, Class D 

EN 61000-3-3:199>5 + Al: 2001 + A2:2005 

FCC Title 47 CFR, Part 15 Class B / に ES-003 

AS/NZS CISPR 22: 2004 / AS/NZS CISPR 22: 2006 

電気通信： 

TBR 21:1998 

EN 30032 8: V.1.6.1、Technical requirements for Radio equipment 


補足情報： 

また、これらの製品は、お電圧指令 （2006/95/EC)、EMC 指令 （2004/108/EEC) および R&TTE 指令 (99/5/EC) に準拠し、それにより 「CE マーキン 
グ」を実施しています。 

この装置は、 FCC ルールの Part 15に準拠しています。が下の2 つのを 件に従って動作します。 （1) 本装置が有害な干渉を発生しない、および （2) 本装 
置は、予想外の動作を引き起こす可能性のある干渉も含め、受信したすべての干渉を受け入れなければならない。 

Cupertino, CA USA 2008年8月20日 

連絡窓口（規制準拠の情報に限る）： 

才ーストラリア： Product Regulations Manager, Hewlett-Packard Australia Pty Ltd., 31-41 Joseph Street, Blackburn, Victoria 3130 
ヨーロツ パ： Hewlett-Packard GmbH, HQ-TRE, Herrenberger Strode 140, 71034 Boblingen, Germany (FAX: +49-7031-14-3143) 

北米： Hardware Quality Eng. Manager, Hewlett-Packard, CPC, 10955 Tantau Ave., Cupertino, CA 9^5014 
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動作仕様 

定格電源： 


温度(動作時）： 
温度(非動作時）: 
動作保証湿度： 
標高(動作時）： 
標高(非動作時）: 


AC 入力100〜127 V %、3 A 、4 A または6 A * 
200〜 240 V %、2 A または 3 A * 

50/60 Hz 

5〜35で 

-30 〜65で 

15〜80%(26での場合） 

〇〜2000 m 
〇〜4572 m 


* 正確な定格電源、については、コンピュータの背面にある定格ラベルを参照して〈ださい。 


規定およびま全に関する情« 


0 警告：このが式の文章は、その指示に従わないと、装置の損 
傷、データの損失、人体への傷害、または生命の危険を引き 
起こす恐れがあるとしづを意事項を表します。 


0 警告:可動式の電動部品を内蔵しています。霞体を開ける前 
に、電源を切り、電源コンセントからプラグを抜いてください。 
箇体を元の状態に戻してから、電源を入れてください。 


0 警告：コンピュータは重いものですので、移動する場合は、人 
体への負担の少ない方法で持ち上げて〈ださい。 


0 警告:コンピュータを設置して電源に接続する前に、このマニュ 
アルに記載されている「その他のま全に関する情報」をお読み 
〈ださい。 

化学物質 

HP では 、 REACH ( Regulation EC No 1907/2006 of the 
European Parliament and the Council ) などの法的要件に準拠ず 
るため、弊社製品に含まれる化学物質に関する情報を、必要に応 
じてお客様に提供することに努めていまず。お使いの製品の化学 
物質情報に関ずる報告書を参照ずるには、 http :// www . hp . com / 
go / reach / (英語サイト)にアクセスして〈ださい。 


2005年、日本における製品含有表示方法、」 ISC 0950 が公示され 
ました。製造事業者は、2006年7月1日レ:>1降に販売される電気- 
電子機器の特定化学物質の含有に付きまして情報提供を義務付 
けられました。製品の部材表示に付きましては、 
http :// www . hp . com / qo / jiscO 950/ を参照して〈ださい 0 

HP リサイクルプログラム 

HP では、使用済みの HP 製および他社製ハードウ X アの回収プロ 
グラムを一部の地域で実施しています。 

規定要件およびお客様からの要望の違いに応じて、プログラムの 
実施条件や実施状況も地域により異なりまず。 HP のリサイクルプ 
ログラムについては、 HP の Web サイト 

( http ソ / h 50146. WWW つ . hp . com / program / suppliesrecyclinq / |p 

/ jg / hardware / household . asp ) を参照して〈ださい 0 

を:コンピュータに内蔵されているバッテリは家庭用ごみとして捨て 
ないで〈ださい。内蔵バッテリを他分ずる場合は、お住まいの地域 
の地方自治体の規則または条例に従って、公共の収集システム 
等を利用して正し〈廃棄またはリサイクルして〈ださい。バッテリは 
消耗品です。 
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PC リサイクルシール 

「資源、有効利用促進法」に基づき、ご家庭で使用済みとなったパソ 
コンの、メーカー等による回収および再資源化がスタートしました。 
日本 HP では、個人のお客様の購入比率が高い本製品を家庭をパ 
ソコンリサイクル対象商品とし、 PC リサイクルシールを製品本体に 
貼付して出荷しています。本シールの貼付された弊社製品が不要 
となった場合には、弊社にて回収巧資源化を無償で実施します。 

PC リサイクルシールには登録ナンパ'-が印字されておりまずので、 
絶対にはがさないで〈ださい。万一、本シールをはがしたり紛失し 
たりされますと、排出時に回収再資源化料金をご負担いただ〈場 
合がございまず。 

排出時の連絡先 

日本ヒューレット • / くッカード株式会社 
家庭を PC リサイクル窓口 

• 電話番号: 0120 -152523 

• FAX 番号: 04 S 682- 1705 

• e-mail : DC-recyde@port.ne. IP 
• 受付時間： 

月〜金10:00〜12:00/13:00〜17:00 

(休日：±、日、祝日、および年末年始等当社の休日） 

※電話番号などの連絡先は、予告な〈変更となる場合がありまず。 
その節はご容赦願います。 

オーディオの音量について 

音楽などを大音量で長時間にわたって聴〈と、聴覚に害を与える 
可能性があります。聴覚への害を防ぐため、音量を安全なレベル 
に下げるとともに、大音量で聴〈時間を短〈するようにして〈ださい。 

• 安全のため、ヘッドセットやイヤフォンを使用する前に、必ず音 
量を調整して〈ださい。ヘッドフォンの種類によっては、音量の 
設定が同じでも音が大き〈聞こえる場合があります。 

• オーディオまたはイコライザの初期設定を変更ずると音量が大 
き〈なる場合がありまずので、操作は慎重に行って〈ださい。 

• HP 製のコンピュータにヘッドセットまたはイヤフォンが標準で付 
属している場合、それらは EN 50332-1 に準拠しています。 

• —般的に、才ーディオライン出カインタフエースは、ヘッドセット 
やイヤフオンとともに使用ずることを目的としていません。 


0 警告：この装置を使用する時は、义傷ゃ感電、义災を防ぐた 
め、必ずな下のを意事項を守ってください。 

• 湿気の多い場所では、この装置を使用しないでください。 

• 雷が鳴っている時は、この装置を使用しないで〈ださい。落 
雷による感電の恐れがあります。 

• この装置は、ガス漏れの発生を通報する場合には、現場 
では使用しないでください。使用する場合は、ガス漏れの 
現場から十分に離れてください。 

• 装置を開けたり、絶縁されていないモデムケーブル、コネ 
クタ、または内部部品に触れたりする場合は、必ず電話の 
ケーブルを抜いてから作業を行ってください。 

• この装置に電話回線コードが付属していない場合は、 
AWG 26 な上の太さの電気通信回線コードを使用して〈だ 
さい。 

• モデムケーブルや電話線をネットワークイン タフてース 
力ード ( NIC ) コネクタに差し込まないで〈ださい。 


その他のま全に関する W 巧 

本製品は、 IT 電源システム （IEC 60950に基づく、アースに直接接 
続されていない AC 配電システム）への接続テストは行っていませ 
ん。 

AC 電源のま全に関する警告 


0 警告:電源コードは、製品の近くの手が届きやすい場所にある 
電源コンセントに差し込んで〈ださい。電源コードは、お使いの 
コンピュータを外部電源に接続するための主要な装置です。 
ま全に使用していただ〈ために、コンピュータに付属の電源 
コードにはアース端子が付いています。感電を防ぐため、必ず 
電源コードのアース端子を使用して接地して〈ださい。 


0 警告：お使いの コン ピュータには、11 5 V んまたは 230 V んの電 
カシステム用の電圧選択スイッチが搭載されています。電圧 
選択スイッチは、その コン ピュータを購入した国/地域の電圧 
に設定されています。電圧選択スイッチの位置を変更すると、 
コン ピュータが損傷し、黙示の保証が適用されない場合があり 
ます。 


0 警告:電話回線からの感電を防ぐため、コンピュータを電話線 
に接続する時は、先に電源コンセントに接続して〈ださい。ま 
た、電源コンセントからコンピュータを取り外す前に、電話線を 
抜いてください。 


0 警告:コンピュータのカバーを取り付けたり取り外したりする前 
に、必ず電話回線からモデムケーブルを抜いてください。 


0 警告:カバーを取り外したままでコンピュータを動作させないで 
〈ださい。 
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0 警告: コン ピュ ータの 点検作業を行う時は、必ず電源、電気通 
信システム（電話回線など）、ネットワーク、モデムなどから取 
り外してください。取り外さないと、けがや装置の損傷を引き起 
こすことがあります。本製品の電源装置およびモデム内は電 
圧が高くなっています。 


リチウム/《ッテリに関するごを意 


0 警告：このコンピュータには、 CR2032 タイプのリチウムバッ 
テリが使用されています。間違った種類のバッテリを取り付け 
ると、バッテリが破裂する恐れがあります。必ず、同ータイプま 
たは製造販売元が推奨する同等品と交換して〈ださい。使用 
済みのバッテリは、お住まいの地域の地方自治体の条例また 
は規則に従って、正し〈処分してください。 

レーザーま全を準について 
Class 1 LED 製品 

CD および DVD ドライブにはレーザーシステムが内蔵されているた 
め、米国放射線規制法 （Radiation Control for Health and Safety 
Act of 1968) に基づき、米国保健社会福祉省 （DHHS) の放射線 
基準で Class 1レーザー装置として分類されます。 

製品の保守作業が必要になった場合は、 HP のサポート窓口にお 
問い合わせ〈ださい。 


0 警告:『アップグレードガイド』に記載されていない方法で調整 
などの作業を行うと、放射線をあびる危険性があります。レー 
ザー光線を直接あびることを防ぐため、 CD または DVD ドライ 
ブの内部を開けることはお止め〈ださい。 

レーザー製品ラベル 

レ:>1下のラベルまたは同等のものがレーザー製品に貼付されていま 
ず。 

このシステムは、 Class 
1レーザー装置として分 
類されまず。左記のラ 
ベルがレーザー装置に 
貼付されていまず。 

テレビアンテナコネクタの保護 

屋外のテレビアンテナの接地 

製品に屋外のアンテナやケーブルシステムを接続している場合は、 
アース端子を使用して接地ずることで、サージ電圧や静電気の奮 
積から保護して〈ださい。米国電気工事規程 （NEC) の810条、 


のアンテナ放電ユニットへのアース、アース用導体のサイズ、アン 
テナ放電ユニットの位置、アース電極の接続、アース電極の要件 
などを定めていまず。 

雷からの保護 

雷雨の間、または無人になり長期間使用しない時の製品の保護と 
して、製品のプラグを壁コンセントからおき、アンテナおよび配線シ 
ステムを取り外して〈ださい。これにより、雷雨や電力線のサージ 
による製品の損傷を防ぎます。 



アンテナの接地 


アンテナの接地 


番号 

接地するコンポーネント 

〇 

電源供給装置 

〇 

電源供給 アース 電極 システム （N に第250 条の H) 

〇 

接地 クランプ 

〇 

接地線 (N に第8 10-21 節） 

e 

アンテナ 放電 ユニット （NEC 第81 0-20 節） 

〇 

接地 クランプ 

〇 

アンテナの引き込み線 


電力線 

室外アンテナシステムは、送電線やその他の電気回路、電力回 
路の付近、またはそれらに落下ずる恐れのある場所には設置しな 
いで〈ださい。 


0 警告:室外アンテナシステムを設置する時は、電力線や電力 
回路に触れないように慎重に行って〈ださい。接触すると生命 
に危険を及ぼす恐れがあります。 



ANSI/NFPA70 は、主柱と支持装置の適切なアース、引き込み線 
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トラブルシューテイングおよびメンテナンス 


メンテナンス 

このセクションで説明ずる作業を行うことで、お使いのコンピュータ 
のトラブルを防止できます。また、将来トラブルが発生した場合に、 
重要な情報を簡単に復元できまず。 

データバックアップディスクの作成 

お使いのコンピュータにインストールされている DVD 作成ソフトウェ 
アを使用して、個人用ファイル、電子メールメッセージ、および 
Web サイトのブックマークなどの重要な情報のバックアップディス 
クを作成できます。 

バックアップディスクへのデータの書き込みには、書き込み検証機 
能のあるソフトウェアを使用して〈ださい。この検証機能とは、ハー 
ドディスク上のデータとディスクにコピーされたデータを比較し、正 
確なコピーであるかどうかを確認ずるものです。ディスク作成ソフト 
ウェアの種類によっては、この機能を手動で有効にする必要があ 
りまず。 

システムリカバリディスクの作成 

これは、お使いのコンピュータが正常に動作している時に1回だけ 
実行ずる必要がある作業でず。将来、コンピュータにトラブルが発 
生した場合に、作成したシステムリカバリディスクを使用して工場 
出荷時の設定に復元できまず。 

システムリカバリディスクを作成する時は、まず46ぺージの「シス 
テムリカバリ」をお読み〈ださい。 


巧用していないプログラムの削除 

使用していないプログラムがあると、メモリの空き領域が少な〈なり、 
コンピュータの動作が遅〈なります。使用していないプログラムは 
下の手順でアンインストールします。 


1 Windows Vista のスタートボタンー [ コントロールパネル]の 

順にクリックしまず。 



2 [プログラムのアンインストールにクリックしまず。 

' I nJ 柄 IfcOj 

(yi ) 间 ► コシト□-ルバネル ► ，「よナ ]「I ク I 


トロールイはルホーム 
シック表乐 



システムとメンテナシス 
Windows の閱お 
バックアップの作巧 


% 


t たキュリティ 
まが□グ式 


ムの巧迈 
が腹の巧泛 


ユーヴーアカウントとお巧のための 
お説 

t 任意のユーヴーへのお塞吾による利 
t 脱)セットアップ 

アカウントの追加または苗！ 




たキユリティが 
• Windows ファイアクブ ーJ レによる 
•プ□グラムの許巧 

ネジトワークとインターネット 
ィンターネジトへの法援 
ネットワークの快巧とタスクの表示 
ファィの游 

八ードウエアとサウシド 
CD または化のメディアの有巧再生 
プリンタ 
マクス 

プ□グラム 

プ□グラムのアンインストール 

スタートアップブ□クラムのをま 


夕 


デスクトップのカスタマイズ 
デスクトップの皆頁のを至 
をのカスタマイズ 
西面のちを度の究望 

時計、言語、および化な 
キーボードまたは入力ちをのをま 


コンピユータの括巧援作 

'わが歸插を 


圍 


:デイスプレイの畳適化 
その他のオプション 


ロログラムと機能]ウィンドウが開きまず。 
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3 削除ずるプログラムを選択し、[アンインストール]をクリックしま 
す。 



4画面の説明におって操作しまず。 

を:独自の削除機能を持つプログラムもありまず。 [コントロール パ 
ネル]からプログラムを削除できない場合は、プログラムの説明書 
またはヘルプを参照して〈ださい。 

Windows Update の巧用 

アップデートがないか確認する力、、または毎月自動的にアップデー 
卜が行われるようにスケジュールを設定します。（詳し〈は『コン 
ピュ ータの 準備脂参照して〈ださい。） 


ディスククリーンアッププログラムの実行 

ディスククリーンアッププログラムにより、一時ファイルや使用さ 
れていないファイル（インターネットー時ファイル、ごみ箱内のファイ 
ルなど)が削除され、ハードドライブの領域が解放されます。ディス 
ククリーンアップは、手動で実行ずることも、自動で実行されるよう 
に設定することもできます。 


手動でのディスククリーンアップの実行 


1 Windows Vista のスタートボタンー[すべてのプログラム]一 
[アクセサリ]一[システムツール]一[ディスククリーンアップ]の 

順にクリックしまず。 


L サウンドレコ-夕- 
因ネットワークプ□安ェクタへのを民 
回ファイルちを括をして実巧 

J ペイント 

扇メモ餐 

くVリモートデスクトジブ度括 

B ヮ-ドバッド 

国更卓 

® 同巧 t ンター 
1 . Tablet PC 

コンピュータの商単沒作 
ぃシステムツール 

巧 Internet Explorer (ァドオンなし) 
巧 Windows ちをツール 
9コシト□-ルパネル 
: "1 コンビュータ 
おシステム®^ 

@1システム情発 
0タスクスケジューラ 
I— <ディスククリーンアップ 
たディスクデフラグツール 
&バかクアジプの状度と構ぶ 
〇 巧コードミ 

i 前に民る 


四 



1 Windows Vista のスタートボタンー[コントロールパネル]の 

順にクリックします。 

2 [セキュリティ]の[更新プログラムの確認]をクリックします。 

3 [更新プログラムのインストールにクリックします。 

スタートアップ時に自動的に実行される 
プログラムの巧認 

1 Windows Vista のスタートボタンー[すべてのプログラ厶]一 
[Windows Defender ] の順にクリックします。 

2 [ツールにクリックします。 

3 [ソフトウェアエ クス プローラに クリックしまず。 

4 [カテゴリ]リストで[スタートアッププログラムにクリックしまず。 

5スタートアップ時に実行されないようにずるプログラムを選択し 
て、[無効にする]をクリックします。 


2クリーンアップを行うファイルを選択します。 



3ドライブを選択し、 [ OK ] をクリックしまず。 
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ディスククリーンアップにより、削除ずるファイルが検索され、ど 
れだけのディスク領域を確保できるかが計算されます。 

4削除ずるファイルタイプのチェックボックスにチェックを入れま 
ず。 



5 [ OK ] をクリックして [ファイルの削除に クリックします。 


ディスククリーンアップ 


これらのフアイルを完普に削除しますか？ 



77 イ削除； キでンたレ 


選択したファイルの削除が完了します。 


自動ディスククリーンアップのスケジュール設定 


1 Windows Vista のスタートボタンー[すべてのプログラム]一 
[アクセサリ]^ [ システムツール ] 一[タスク スケジューラ ] の順 

にクリックしまず。 


t サウンドレコーター 
@ネツトワークプロジェクタへの m 
回ファイルるを指ちして実行 
守ベイシト 
3 メモ馆 

r * リモートデスクトツプ接民 
国つ-ドバッド 


3つ-ド‘ 

■顧 


® 同巧センター 
ぃ Tablet PC 

j. コンビユータの苗単沒作 
い システムツール 

巧 Internet Explorer (アドオンなし) 
巧 Windows 拉をソール 
9コシト□-ルパネル 
:>」コシピュータ 
おシステム 
【タシステム情報 
© タスクスヶジュ-ラ 
3ディスククリーンアップ 
もディスクデフラグツール 
活バックアップの衍巧と巧巧 
か 文ぞコード表 




回 


[ューザーアカウント制御]が表示されます。 


2 [続行にクリックしまず。 


3聘作]で障本タスクの作成にクリックします。 
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4 タスクの名前および説明(オプシヨソを入力しまず。 



5 [次へ に 2 回クリックします。 

6ディスククリーンアップを実行ずるタイミングを選択し、 [次へ] を 
クリックしまず。 



7ディスククリーンアップを実行ずる時刻を選択し、 [次へ にクリッ 
クしまず。ディスククリーンアップには時間がかかる場合がある 
ため、コンピュータが起動しており、使用されていないタイミング 
を選択して〈ださい。 



8 口□グラムの開始に選択し、[次へにクリックします。 



9 ロログラム/スクリプト]で、惨照]をクリックしまず。 
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10「 cleanmgr . exe 」 と人力し、[開く]をクリックします。 



11[次へ：! をクリックします。 



12 設定したスケジュールの概要を確認し、[完了]をクリックしまず。 



ディスクデフラグプログラムの実行 

Microsoft ® Windows Vista ® オペレーテ イング システム により ハー 
ドドライブ上にファイルが格納される時、ドライブ上の使用可能領 
域に収まるように、ファイルが複数の断片（フラグメント）に分割さ 
れます。断片化されたファイルを開こうとずると、複数の場所から 
情報を取得する必要があるため、処理に時間がかかります。 

ディスクデフラグプログラムは、ハードドライブ上の断片化された 
ファイルをグループ化し、コンピュータのパフォーマンスを高めます。 
このプログラムを実行しても、コンピュータ上のファイルやフォルダ 
の場所には影響はありません。 

を:ディスクデフラグプログラムは、完了するまでに時間がかかる 
場合があります。夜間に、無人で実行ずることもできまず。 

1作業中のファイルを保存して、ずべてのプログラムを閉じまず。 

2 [ Ctrl ]、[ Alt ]、 および [ Delete ] キーを同時に押しまず。 

3 [タスクマネージャの起動にクリックしまず。 

4 [アプリケーシヨン]タブで、表示されているすべてのプログラムを 
選択し、[タスクの終了にクリックします。 



5 [タスクマネー ジヤ]を閉じまず。 


設定したタイミングで、ディスククリーンアップが実行されます。 
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6 Windows Vista のスタートボタンー[すべてのプログラム]一 
[アクセサリ]一[システ厶ツール]一[ディスクデフラグツール] 
の順にクリックしまず。 



[ューザーアカウント制御]が表示されまず。 


7 [続行]をクリックしまず。 

8 [今すぐ最適化]をクリックしまず。 


ディスクデフラグツール I n I问 1**^ 

ディスクデフラグツ ーJ ぶ使用すると、コンピュータの八ードディスク上の巧片化したファイルが巧 
合され' システムのバフブーマンスが向上します。 ディスクデフラヴツー ルは户のよろに 役ごちます 

图スケジュールに化つて実巧ずる惟爱腿） 

ち週水曜日1:胞.開始日2005/01/01に実巧. 「スケジユづレま比!).. . I 

最巧実行日時：なし 

次回のスケジユールされた実行： 2006/12/20 1:00 


〇 居迫化がスケジュールされています 

ディスクは、スケジユールされた時刻に最適化されます • 


[ 今すぐ離化化） 1 


OK || じる || 


1 Windows Vista のスタートボタンーロックボタンの隣の矢 
印ボタンー陌起動]の順にクリックします。 


lorer 


すを イシターネダ 
^ Internet Explon 
更子乂ール 

Microsoft Office Outlook 


ウエルカムたン ター 


面 M 

9， 

Wiixtows Media Center 
Windows Media Player 
^ Windows フオトギでラリー 

Windows Live Messenger ダゥン□-ド 
Windows DVD メーカー 
^ Windows カレンダー 
S Windows ミーテイングスぺース 
おぺィシト 



ユ-ヴ-の切り替え (W) 
□グオフ (L) 

□がク (0) 

巧細(の 
スリープ (S) 


なまの田お ク^シでジトタウン (U) _ 


2 最初のロゴ画面が表示されたら、ずぐに [ F 8] キーを押します。 

3 [ Windows 拡張オプションメニュ ー] で、矢印キーを使用して 
[セーフモード] を選択し、 [ Enter ] キーを押しまず。 

4 もう一度 [ Enter ] キーを押し、オペレーテイングシステムを選択し 
まず。 


5 Windows にログオンします。[デスクトップ]メッセージが表示さ 
れたら、[はいにクリックします。 

セーフモードが続行しまず。 

6 Windows Vista が起動したら、前述の手順でディスクデフラグ 
プログラムを実行します。 

7 セーフモードを終了するには、手順1を再度実行しまず。 


ディスクデフラグツールが繰り返し起動される場合は、見えない 
プログラムカ 《 バックグラウンドでハードドライブにアクセスし続けて 
います。コンピュータをセーフモードで再起動し、ディスクデフラグ 
プログラムを再度実行して〈ださい。 
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ハードドライブエラーのチェック 

Windows Vista でハードドライブの整合性をチてックずるには、 
下の手順で操作します。ディスクのチェックを開始ずる前に、すべ 
てのプログラムを閉じて〈ださい。 


1 Windows Vista のスタートボタン- 

リックしまず。 


>[ コンピュータ]の順にク 


[ 


ネット 


なイシタ 
Internet 
更子メール 
UiT Microsoft Offk 

9 


ウエルカム t シター 


Windows Media Center 
1^1 Windows Media Player 
^ Windows フオトギでラリー 
^^ Windows Live Messenger ダウシ□-ド 
翊 Windows DVD ゾーカー 
Windows カレンダー 

勇 

おペィント 
► すべてのブ□グラム 


四 



2チェックするハードドライブを右クリックし、 [プロパティ] をクリック 
しまず。 



(K ) ド ► コンビ ユータ ► 


み評 ク1 



3 [ツール]タブをクリックします。 


4 [エラーチェック] で [チェックするに クリックします。 



[ユーザーアカウント制御]が表示されます。 

5 [続行にクリックしまず。 

6必要な場合は、 [ファイル システムエラーを自動的に修復する] 
および[不良セクタをスキヤンし、回復する]のチェックボックス 
にチェックを入れまず。 



7 [開始]をクリックしまず。コンピュータを再起動ずるよう求める 
メッセージが表示された場合は、[はい]をクリックします。 
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8 [ディスク検査のスケジュールにクリックしまず。 



次回コンピュータ起動時に、ハードドライブのエラーが検査され 
ます。 

ハードドライブ镇巧についで 

Windows Vista オペレーティングシステムがあらかじめインストー 
ルされた HP コンピュ ータでは、 搭載されているハードドライブの大 
きさ力 《 、説明書または箱に記載された製品仕様の数字よりも小さ 
いように思われる場合がありまず。製造販売元は、ハードドライブ 
をデシマル （10 進法）で記載および公示しています。一方、 
Windows Vista や FDISK などのその他のプログラムは、バイナリ （2 
進法)を使用します。 

10進法表記では、1メガバイト ( MB ) は1,000,000バイトで、1ギガ 
バイト ( GB ) は1,000,000,000バイトでず。2進法表記では、1メガ 
バイト （ MB ) は1,048,576バイトで、1ギガバイト （ GB ) は 
1,073,741,824バイトでず。測定システムの違いにより、 
Windows Vista によって表示されるサイズと公示されているサイズ 
とに差異が生じる場合があります。ハードドライブの記憶領域は、 
公示されているとおりです。 

Windows エクス プローラツール および[コンピュ ータ] ウィンドウで 
は、容量がこれよリルさ〈表示されまず。これは、ハードドライブ上 
のパーティションごとの情報が表示されるためです。パーティション 
の1つには、システムの復元に関する情報が格納されていまず。 


おや巧れからのコンピュータの巧» 

お使いのコンピュータシステムを埃や巧れから守ることで、より長 
〈使用できます。埃、ペットの毛やその他のごみが積もることで、部 
品が過熱したり、キーボードやマウスの動きが滑らかでな〈効率が 
悪〈なったりします。埃やごみが付いていないかどう力、、システムを 
1か月に1回確認し、3か月に1回程度クリーニングして〈ださい。 

コンピュータおよびモニタのクリーニング 

1 電源コンセントからコンピュータのプラグをおき取りまず。 

2 電源コンセントからモニタのプラグをおき取りまず。 

3 乾いた清潔な布で、コンピュータの表面およびモニタの埃を取り 
除きまず。 

4 温かい水で軽〈湿らせた清潔な布で、コンピュータの表面およ 
びモニタの巧れを拭き取ります。 

モニタ画面には水分を付けないで〈ださい。 

ミ主：コンピュータまたはモニタの表面にシールの钻着剤や液体 
が付いている場合は、毛羽立ちのない布にイソプロピルアル 
コールまたは消毒用アルコールを付けて拭き取りまず。 


5 乾いた清潔な布で、コンピュータおよびモニタの表面の水分を 
拭き取ります。 

6 乾いた清潔な布でモニタ画面をクリーニングします。よりしっ力、 
りとクリーニングずる場合は、静電気防止効果のあるスクリーン 
クリーナを清潔な布に付けて使用します。 

通気孔のクリーニング 

通気孔によりコンピュータおよびモニタが;令却されます。十分な通 
気を確保ずるため、電化式のル型掃除機で通気孔をクリーニング 
して〈ださい。（電化式の掃除機を使用ずることで、感電を防止でき 
ます。） 

1 コンピュータおよびモニタ表面の通気孔に掃除機をかけます。 

2 コンピュータのコネクタ （ USB コネクタ、イーサネットコネクタな 
ど)の内部および周囲に付着したごみを取り除きまず。 
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キーボードおよびマウスのクリーニング 

キーボードのキーをクリーニングずる時は、キーや内部のパネが 
外れないようにするため、電化式の掃除機を「弱」の設定で使用し 
てください。 

1 キーボードのキーの隙間および縁に掃除機をかけます。 

2乾いた清潔な布にイソプロピルアルコールを付けて、キーボー 
ドのキーおよびその周囲をクリーニングします。 

3 洗剤で軽〈湿らせた布で、マウスの本体およびコードを拭きまず。 

ボール式マウスを使用している場合は、内部のボールおよび口一 
ラーをレ: I 下の手順でクリーニングしまず。 

1 マウスを裏返しまず。 

2ボールのカバーを反時計回りに回転させて、カバーを取り外し、 
ボールを取り出しまず。 

3 ボールを洗剤で洗い、温水で洗い流しまず。 

4 イソプロピルアルコールで軽〈湿らせた綿棒で、マウス内部の 
ローラーをクリーニングしまず。 

5 ボールおよび口ーラーが完全に乾いたら、ボールおよびカバー 
を取り付けなおしまず。 


BIOS のアップデートについてのを意 

弊社のダウンロードページに掲載されている BIOS アップデート用 
ソフトウてア （ ROMPaq 、 WinFlash 、 HPQFlash 等）は、他のドライバ 
やユーティリティなどのソフトウェアとは異なり、コンピュータ内部の 
基本プログラムを書き換えるユーティリティソフトウェアです。 

BIOS をアップグレードすることにより、機能や性能が向上したり、 
不具合が修正されることがありますが、誤った手順で実行すると書 
き換えに失敗し、コンピュータが破損ずる可能性があります。 

この場合は修理が必要になりまずが、 B に S アップデートの失敗に 
よる破損は無償保証期間内であっても有償修理となりますので、 
慎重に行って〈ださい。 

1 BIOS アップグレード中は、コンピュータの電漏を絶対に切らない 
で〈ださい。故障の原因になる場合があります。 

2 BIOS を正常にアップデートできなかった場合、マザーボードの 
交換が必要となることもあります。事前にご自身のデータをバッ 
クアップして〈ださい。 

これらのを意事項に反して BIOS をアップデートした場合に生じる故 
障、その他損害については、お客様の自己責任となりますのでご 
了承〈ださい。 
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コンピュータに M するトラブルの « み方ま 

トラブルシューティングの表は、！^下の順に記載されていまず。 

• 才ーディオ 

• CD ドライブおよび DVD ドライブ 
♦ ビデオ 

• ディスプレイ（モニタ） 

•ハードドライブ 
• ハードウェアの取り付け 
• インターネットアクセス 
•キーボードおよびマウス 
• 電源 

• /パフォーマンス 

• Bluetooth 無線デバイス 
• その他 

モニタのトラブル、またはお使いのプリンタ固有のトラブルについて詳し〈は、製品の製造販売元が提供ずる説明書を参照して〈ださい。 


オーディホ 


トラブル 

巧決方ま 

音が出ない 

キーボードのミュートボタンを押して、ミュート(消音)機能が有効になっているかどうかを確認しまず 
または 

1 Windows Vista のスタートボタンー[コントロールパネル]の順にクリックしまず 

2 [ハードウエアとサウンド]一[システム音量の調整]の順にクリックします 

3 プログラムが消音されている場合は、[ミュート]ボタンをクリックして音量を元に戻しまず 


モニタの内蔵スピーカを使用している場合は、モニタのフロントパネルの音量ボタンを使用して音量を調 
節しまず。フロントパネルのボタンを使用してオンスクリーンディスプレイ （OSD) メニューを表示し、才一 
ディオが有効になっていることと、音量が適切に設定されていることを確認します 


タスクパ'-の悼量]アイコン (01) をクリックするか、キーボードのボタン類を使用して音量を上げまず 


電力が供給されている（アクティブな)スピーカの竜漏が入っていることを確認しまず 


コンピュータの電源を切り、スピーカを接続しなおします。スピーカがライン入カコネクタやヘッドフォンコ 
ネクタではなく、才ーディオコネクタに接続されていることを確認します 


スリープボタン（一部のモデルのみ）、またはキーボードの [Esc] キーを押して、スリープモードから復帰し 
まず 


ヘッドフォンがコンピュータに接続されている場合は、取り外します 
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才ーデイオ(なき） 


トラブル 巧決方法 


特定のオーディオファイルを 
再生すると、コーデックに関 
ずる エラー メッセージが表示 
される 


Windows Media Player でファイルを開きまず。 Windows Media Player がコーデックを自動的にダウン 
口ードするように設定されていることを確認しまず 

• 適切なコーデックを入手できる場合は、ファイルが巧生されまず。コーデックファイルをダウンロードず 
るには、インターネットに接続している必要がありまず 


• 適切なコーデックを入手できない場合は、 Windows Media Player の更新が利用可能かどうかを確認 
しまず 


詳し〈は、 Windows Media Player のヘルプを開き、「コーデック」を検索して〈ださい 


音量が異常にルさい、または電源、供給機能のないスピーカ（専用の電源、コードカ％いスピーカ）を使用ずると十分な音量が出ません。 
十分でない 電源供給機能のないスピーカを、電漏供給機能付きのスピーカに交換します。電源、供給機能付きのス 

ピーカには電源コードおよび電源ボタンがあり、コンピュータ背面のオーディオ出力（緑色）コネクタに接 
続します 




27 
































CD ドライブおよび DVD ドライブ 


トラブル 

巧決方ま 

CD ドライブまたは DVD ドライブが 
ディスクを読み込まない、または 
起動に時間がかかる 

ディスクカ《、ラベルの面を上にしてトレイの中/ L、 に置かれていることを確認しまず 

ドライブがメディアの種類を判断するまで、少な〈とも30秒待ちます 

ディスククリーニングキットを使用してディスクをクリーニングしまず。このキットは、一般のコン 
ピュータ製品販売店で入手できます 

ドライバが破損している力、、古〈なっている可能性がありまず。ドライバの復元または更新について 
詳し〈は、41ページの「ドライバの更新」を参照して〈ださし、 

CD または DVD を取り出せない 

コンピュータの電漏を入れ、ドライブの近〈にあるイジェクトボタンを押して、トレイを開きます 
イジェクトボタンそのものに問題がある可能性がある場合は、レ:1下の手順で操作しまず 

1 Windows Vista のスタートボタンー[コンピュータ]の順にクリックします 

2開きたい CD ドライブまたは DVD ドライブを右クリックしまず 

3 メニューから[取り出し]を選択します 

8 cm ディスクカ《コンピュータ内で 
下に落ちる 

スリム型コンピュータでは、 CD/DVD ドライブが縦向きに搭載されていまず。標準サイズの CD や 
DVD は縦向きの状態でドライブに挿入できますが、8 cm ディスクを使用ずる場合は、まずコンピュー 
夕を横向きにしてからディスクを挿入する必要があります 

1コンピュータの前面を手前に向け、右側面を下にして置きまず 

2 CD/DVD ドライブの取り出しボタンを押してトレイを開きまず 

3 8 cm ディスクをトレイ内のくぼみに置き、取り出しボタンを再度押してトレイを閉じまず 

ディスクを作成(記録)できない 

ディスクカ《、ラベルの面を上にしてトレイの中/ L、 に置かれていることを確認しまず 

ドライブに対応した種類のディスク（メディア）を使用していることを確認します。別の製造販売元の 
ディスクを試してみます 

清潔で、破損していないディスクを使用します。書き込みセッション中に書き込みが停止した場合、 
ディスクが破損している可能性があります。別のディスクを使用して〈ださし、 

書き込みをするファイルの種類に対応しているディスクを使用します 

CD-R ディスクを使用する時は、音楽を書き込む場合はディスクが空であること、またデータを書き込 
む場合は、ディスクが空または付加可能(データファイルを追加する領域がある）であることを確認 
しまず 

ディスクのコピーを作成する場合は、適切な種類のディスクを使用していることを確認します。書き込 
みプログラムによっては、ソースと同じ種類のディスクにしか書き込めない場合がありまず。たとえ 
ば、 DVD を書き込めるのは DVD+R/-R ディスクまたは DVD+RVV/-RVV ディスクのみ、 CD を書き込め 
るのは CD-R ディスクまたは CD-RW ディスクのみです 

ディスクを適切なドライブに挿入し、 CD または DVD 書き込みソフトウェアで同じドライブが指定されて 
いることを確認しまず 

可能な場合は、書き込みを実行ずるドライブの書き込み速度を低〈設定します 

トラックのサイズがディスクの使用可能領域より大きい場合、書き込みソフトウてアを使用してトラック 
を追加できない場合があります。ファイルをディスクに書き込む前に、リストから1つまたは複数の卜 
ラックを削除して、領域を確保することができます 

書き込みを開始ずる前に、ずべてのソフトウェアプログラムおよびウィンドウを閉じまず 
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CD ドライブおよび DVD ドライブ(なき) 


トラブル 

巧決方ま 

ディスクを作成（記録）できない 
(続き） 

ハードドライブ上に、コンテンツの一時コピーを格納ずるための十分な領域があることを確認しまず 
Windows Vista のスタートボタン ー [コン ピュ ータ ]の順にクリックします。ハードドライブを右クリッ 
クし 、 [ プロパティ ]を選択して使用可能な領域を表示しまず 

ネットワーク上で作業している場合は、まずネットワークからハードドライブにファイルをコピーして、 
その後でディスクに書き込みます 

ずべてのプログラムおよびウィンドウを閉じ、コンピュータを巧起動しまず 

DVD にデータを追加できない 

DVD 作成ソフトウェアで適切なオプション（データファイルの付加または追加）を設定していることを 
確認します 

CD の音楽トラックのタイトルが表 
示されない 

音楽 CD を巧生する場合、アーティスト、タイいレ、およびトラック情報を表示するには、コンピュータを 
インターネットに接続する必要があります。この情報は、ディスクには書き込まれません 

CD によっては、トラック情報を入手できない場合がありまず 

ビデオをキヤプチヤした時に、エ 
ラーメッセージが表示される 

お使いのコンピュータにアナログおよびデジタル両方のビデオキヤプチヤデバイスが装備されてい 
る場合は、どちらかを選択ずる必要がありまず。ビデオデバイスを変更ずる方法を確認するには、 
ビデオキヤプチヤプログラムのヘルプメニューを参照して〈ださし、 

家庭用の DVD プレーヤで DVD の 
動画を巧生できない 

データファイルとして DVD に書き込まれたビデオファイルは、 DVD プレーヤでは再生できません。映 
像を適切に再生できるようにするには、ビデオ書き込みプログラムを使用します。ビデオファイルに 
よっては、コンピュータで巧生できても、家庭用の DVD ビデオプレーヤでは巧生できない場合があり 
まず 


ビデオ 


トラブル 

巧決方ま 

再生されないビデオファイルが 
ある 

ファイルが破損している力、、形式がサポートされていない可能性があります。ファイルをビデオエ 
ディタで開いてから、サポートされている形式でファイルを保存しなおします 

特定のビデオファイルを再生す 
ると、コーデックに関ずるエラー 
メッセージが表示される 

Windows Media Player でファイルを開きまず。 Windows Media Player がコーデックを自動的にダ 
ウンロードずるように設定されていることを確認しまず 

• 適切なコーデックが入手できる場合は、ファイルが再生されます。コーデックファイルをダウン 
口ードずるには、インターネットに接続している必要があります 
• 適切なコーデックを入手できない場合は、 Windows Media Player の更新が利用可能かどうか 
を確認しまず 

詳し〈は、 Windows Media Player のヘルプを開き、「コーデック」を検索して〈ださし、 

[ビデオの再生に必要なファイル 
が見つからないか、壊れていま 
す]というエラーメッセージが表 
示される 

1 Windows Vista のスタートボタンをクリックし、[コンピュータ]を右クリックして、ロロパティ]を 
選択します 

2 [タスク]で[デバイスマネージぺをクリックしまず 

3 [サウンド、ビデオ、およびゲームコントローラ]の隣のプラス記号 (+) をクリックしまず 

4 TV チューナの項目（一部のモデルのみ）を右クリックし、[ドライバソフトウェアの更新にクリック 
しまず 

5 [自動的に更新されたドライバソフトウェアを検索しますに選択しまず 

6説明におって操作して、ドライバを更新しまず 

7 要求された場合は、コンピュータを再起動します 
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ディスプレイ(モニタ） 

ここに示されている情報の他に、お使いのモニタに付属の説明書も参照して〈ださい。 


トラブル 

巧 決方法 

画面に何も表示されず、モニタの 
電ミ原ランプが点灯しない 

モニタ背面にある電漏プラグと電源コンセントを接続しなおしまず 

モニタの前面にある電源、ボタンを押します 

画面に何も表示されない 

キーボードのスペースキーを押すか、マウスを動かして、画面が再度表示されるようにします 

スリープボタン（一部のモデルのみ）またはキーボードの [ Esc ] キーを押して、スリープモードから復 
帰しまず 

電源、ボタンを押して、コンピュータの電漏を入れまず 

モニタのビデオコネクタに曲がっているピンがないかどうかをチ X ックします 

• 曲がっているピンがある場合は、モニタコネクタケーブルを交換します 

• 曲がっているピンがない場合は、モニタコネクタケーブルをコンピュータに接続しなおしまず 

画面上の画像が大きすぎる/ルさ 
すぎる、またはぼやけている 

Windows Vista でモニタの解像度設定を調整しまず 

1 デスクトップを右クリックして[個人設定にクリックします 

2 [ディスプレイの設定にクリックしまず 

3 解像度のスライダを調整しまず 


ハードドライブ 


トラブル 

巧 決方法 

コンピュータがロックされ応答して 
いないように見える 

Windows の[タスクマネージャ]で応答していないずベてのプログラムを閉じる力、、またはコンピュータ 
を再起動しまず 

1 キーボードの、 [ Ctrl ]、[ Alt ]、 および [ Delete ] キーを同時に押しまず 

2 [タスクマネージャの起動にクリックしまず 

3 応答していないプログラムを選択して[タスクの終了にクリックします 
プログラムを終了しても解決しない場合は、レ:1下の手順でコンピュータを再起動します 

1 キーボードの、 [ Ctrl ]、[ Alt ]、 および [ Delete ] キーを同時に押します 

2 シャットダウンボタンの隣の矢印一再起動]の順にクリックします 
または 

1 電源、ボタンを5秒レ:>1上押したままにして、コンピュータの電漏を切りまず 

2 電漏ボタンを押してコンピュータを起動しまず 

ハードドライブのエラーメッセージ 
が表示される 

キーボードのヘルプ （？) ボタンを押して [ Windows ヘルプとサポート]を開〈か、4ぺージの「困ったとき 
は」を参照してサポート窓口に問い合わまず 
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ハードウェアの巧り付け 


トラブル 

巧決方ま 

新しいデバイスが、システムの一 
部として認識されない 

デバイスに付属の CD からデバイスドライバをインストールする力、、デバイスの製造販売元の 
Web サイトからドライバをダウンロードおよびインストールしまず 

Windows Vista 用に更新されたドライバが必要な場合がありまず。更新についてはデバイスの 
製造販売元に直接お問い合わせ〈ださい 

HP の周辺機器については、 HP の Web サイトをご覧〈ださい。詳し〈は、4ページの「困ったとき 
は」を参照して〈ださい 


すべてのケーブルがしっかりと適切に接続されており、ケーブルのピンが曲がっていないことを 
確認しまず 


コンピュータの電漏を切り、外付けデバイスの電源、を入れてからコンピュータの電漏を入れるこ 
とで、デバイスをコンピュータに認識させまず 


コンピュータを再起動し、説明におって操作してデバイスを認識させます 


オペレーティングシステムでカードの自動設定を無効にし、リソースの競合を引き起こさない基 
本的な構成を選択します 

デバイスを再構成する力、、または無効にしてリソースの競合を解決することもできます 

新しいデバイスが動作しない 

デバイスドライバをインストールまたはアンインストールずるには、管理者権限のあるアカウン 
卜でログインずる必要がありまず。ユーザを切り替える必要がある場合は、 Windows Vista 
のスタートボタン^ロックボタンの隣の矢印一 [ユー ザーの切り替え]の順にクリックします。管 
理者権限を持つユーザを選択します 

新しいデバイスを取り付けたら、 
デバイスが動作しな〈なった 

デバイスの競合を解消ずるには、デバイスのどれかを無効にする力、、または古いデバイスドラ 
イバをアンインストールする必要が生じることがあります 

1 Windows Vista のスタートボタンをクリックし、[コンピュータ]を右クリックしてロロパティ] 
を選択します 

2 [タスク]で[デバイスマネージャ]をクリックしまず 

3 トラブルが発生しているデバイスの隣のプラス記号 （+) をクリックし、デバイスのアイコンの 
近くに黄色い円で囲まれた感嘆符があるかどうかを確認します。感嘆符は、デバイスの競合 
が発生している力、、またはデバイスで問題が発生していることを示します。感嘆符は、デバ 
イスが正常に動作していない時でも、表示されない場合がありまず 

4 ハードウエアデバイスを取り外してある力《、デバイスドライバが[デバイスマネージャ]に表 
示されている場合、これがデバイスの競合の原因となっている可能性があります。古いドラ 
イバをアンインストールして、新しいデバイスドライバを正常に動作させるには、デバイスを 
右クリックして[アンインストール] 一 [ OK ] の順にクリックしまず 

5 デバイスの名前をダブルクリックして[プロパティに選択しまず 

6 [リソース]タブをクリックし、デバイスの競合があることを確認しまず 

7 哈般]タブをクリックし、デバイスが有効で正常に動作しているかどうかを確認します。[トラブ 
ルシューティング]ボタンが表示されている場合はクリックし 、 [device troubleshooter wizard ] 
(デバイスのトラブルシューティングウィザード)で画面の説明に沿って操作します 

8 コンピュータを巧起動しまず。 Windows Vista のスタートボタンーロックボタンの隣の矢 
印ボタンー[再起動]の順にクリックしまず 
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インターネットアクセス 


トラブル 

解決方ま 

インターネットに接続できない 

インターネット設定を確認ずる力、、またはご利用のインタネットサービスプロバイダ （ ISP ) に問 
い合わせまず 


ご利用のインターネット接続の種類に適したケーブルを使用していることを確認しまず。お使い 
のコンピュータには、モデムおよび Ethernet ネットワークアダプタ（ネットワークインタフエース 
力ードまたは N に （ LAN ボード）とも呼ばれる）が搭載されている場合がありまず。モデムは、標 
準の電話回線を使用してダイヤルアップ接続を行いまず。 N にはネットワークケーブルを使用 
して口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) に接続されまず。電話回線を N にに接続しないで〈ださ 
い。また、ネットワークケーブルを電話線に接続しないで〈ださい。接続すると、 N にが破損する 
可能性がありまず 

インターネット接続について詳し〈は、キーボードのヘルプ （？） ボタンを押して [ Windows ヘルプ 
とサポート]を開いて〈ださい 


Web ブラウザカ 《 インストールされ、ご利用の ISP に合わせた設定になっていることを確認します 


無線ネットワークの接続ウィザードを実行しまず 

1 Windows Vista のスタートボタンー[ネットワーク]の順にクリックしまず 

2 [ネットワーク]ウィンドウで[ネットワークと共有センターにクリックします 

3 [ネットワークと共有センター]ウィンドウで、[接続またはネットワークのセットアップ]をクリック 
してウィザードを開きまず 

4 画面の説明に沿って操作します 


お使いのシステムにアンテナが外付けされている場合は、アンテナを動かしてみます。アンテナ 
が内蔵されている場合は、コンピュータ本体を動かしてみまず 


後でもう一度接続してみるか、またはご利用の ISP に問い合わせます 

インターネットプログラムを自動 
的に起動できない 

ご利用の ISP にログインしてから、必要なプログラムを起動してみます 

Web ページの読み込みが遅い 

適切なモデム速度および COM ポートが選択されていることを確認しまず 

1 Windows Vista のスタートボタンー[コントロールパネル]の順にクリックしまず 

2 [ハードウエアとサウンド]をクリックしまず 

3 博話とモデムのオプション]をダブルクリックします 

4 [モデム]タブーロロパティ]ボタンの順にクリックします 

5 [デバイスの状態]領域で、モデムが正常に動作していることを確認しまず 

Web ぺージは、コンピュータに格納されているファイルほど速〈読み込まれない場合がありま 
す。また、 Web サイトへのアクセスが集中した場合にも、 Web ぺージの読み込みは遅〈なりま 
ず 
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インターネットアクセス(なき) 


トラブル 

巧決方ま 

インターネットブラウザのホーム 
ページが別のページに変わってし 
まった 

お使いのコンピュータにスパイウェアが侵入している可能性がありまず。スパイウェアは通常、コン 
ピュータのバックグラウンドで実行され、ユーザやコンピュータの使用に関ずる情報を収集し、インター 
ネット上の他の人物またはシステムに送信しまず 

スパイウェアは 、 Windows Defender などのさまざまなスパイウェア対策ソフトウェアプログラムのうち 
のどれかを使用して、検出および削除できまず 

Windows Defender を使用してスパイウ i アをスキヤンずるには、下の手順で操作しまず 

1 Windows Vista のスター ト ボタン ー [すべてのプログラム] 一 [Windows Defender ] の順にク 

リックしまず 

2 [スキヤン] をクリックしまず 

よ〈知られているウィルス対策プログの多〈にも、コンピュータからスパイウェアをスキヤンし、削除ずる 
ツールが含まれていまず 

コンピュータへのスパイウェアの侵入を防ぐために、下の点に注意して〈ださい 
• 信頼できる企業のプログラムであるかどうかを確認できない場合は、インストールしないで〈ださ 
し、。企業の Web サイトで、プログラムに何が付属しているかをよ〈確認して〈ださし、 

• ダウンロードウィンドウで、コンピュータへプログラムをインストールずるか確認された時に、すぐに 
[はい] をクリックしないようにして〈ださい。ウィンドウに表示されたメッセージを読み、本当に必要な 
ソフトウェアプログラムであることを確認して〈ださし、 

インターネットに接続した時に、コ 
ンピュータに不要なポップアップ 
広告が表示される 

これは通常、アドウェアまたは広告ソフトウェアによって引き起こされます 

ポップアップをブロックするように Web ブラウザを設定できます。たとえば 、 Internet Explorer では [ツー 
ル] 一 [ポップアップ ブロック] の 順にクリックします 

コンピュータからアドウェアを削除するには、一部のモデルのコンピュータに搭載されているスパイウェ 
ア/アドウェア対策プログラムを使用するか、アドウェアプログラムを削除できるその他のソフトウェア 
プログラムを使用しまず 

よ〈知られているウィルス対策プログラムの多〈にも、コンピュータからアドウェアをスキヤンし、削除す 
るツールが含まれていまず 


33 




キーボードおよびマウス 


トラブル 

巧決方ま 

キーボードのコマンドおよび入力 
操作がコンピュータに認識されな 
い 

マウスを使用してコンピュータの電源を切り、キーボードをコンピュータの背面に接続しなおしてから、 
コンピュータの電源を入れまず 

キーボードの印刷ボタンが機能し 
ない 

プログラムの[印刷]メニュー項目（通常は[ファイル]メニューにありまず)を使用しまず 

ワイヤレスキーボードやマウスが 
動作しない、または検出されない 

下のことを確認します 

• キーボードおよびマウスがレシーバの受信範囲内にあることを確認します 
• キーボードおよびマウスの電化を交換しまず 

デバイスを裏返し、バッテリカバーを取り外して古い電化を取り出し、新ししグルカリ電化を挿入し 
ます。充電式電ミ也は使用しないで〈ださい 

• マウスがサスペンドモードに入っていないことを確認します。サスペンドモードは、20分間操作が 
行われないと実行されます。マウスを再度有効にするには、マウスの左ボタンをクリックします 
キーボードおよびマウスとレシーバとを巧同期します 

1コンピュータの USB コネクタにレシーバを接続しまず 

可能な場合は、コンピュータ前面の USB コネクタを使用します 

2ランプが青色で点滅し始めるまで、レシーバの Connect (接続）ボタン （ a 、 ランプとしても機能しま 
す)を5〜10秒程度押したままにします 


V 


3マウスの裏面のスイッチが On になっていることを確認し、レシーバの青色のランプが点滅しな〈な 
るまで、 Connect ボタン ( b ) を押したままにします 


を：レシーバの接続セッションは60秒でタイムアウトしまず。接続が確立されており、レシーバ方言うア 
ウトしていないことを確認ずるには、マウスを動かして反応を見まず 
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キーボードおよびマウス(なき) 


トラブル 巧決方ま 

マウスの接続が確立されたら、キーボードの接続を確立しまず 

1ランプが青色で点滅し始めるまで、レシーバの Connect ボタンを 5 〜 10 秒程度押したままにしまず 


2レシーバの青色のランプが点滅しな〈なるまで、キーボードの裏面の Connect ボタン （ C ) を押したま 
まにします 



詳し〈は、キーボードおよびマウスに付属の説明書を参照して〈ださい 


有線マウスが動作しない、または 
検出されない 


マウスケーブルをコンピュータからおき、接続しなおしまず 


それでもマウスが検出されない場合は、コンピュータの電漏を切り、マウスケーブルを接続しなおして 
から、コンピュータを起動しなおしまず 


カーソルがマウスの動きに反応し 
ない 


キーボードを使用してコンピュータを再起動しまず 

1キーボードの [Alt] および [Tab] キーを同時に押し、開いているプログラムに移動しまず 
2キーボードの [Ctrl] および [S] キーを同時に押し、表示されているプログラムで行った変更を保存しま 
す（ほとんど(ずべてではありません）のプログラムで、 [CtH] + [S] は、保存を行うためのキーボード 
シヨートカットです） 

3開いているずベてのプログラムで変更を保存したら、キーボードの [Ctrl] および [Esc] キーを同時に 
押して、 Windows の[スタート]メニューを表示します 
4矢印キーを使用してロックボタンの隣の矢印ボタンを選択しまず。[シャット 
ダウンに選択してキーボードの [Enter] キーを押しまず 
5シャットダウンが完了したら、マウスコネクタをコンピュータの背面に接続し 
なおしてから、コンピュータの電漏を入れます 



マウスの動きに対ずるカーソルの 
反応が遅い 


ボール式マウスを使用している場合は、マウスパッドまたは表面が粗いものをマウスの下に敷きま 
す。オプティカルマウスを使用している場合は、反射の少ない面にマウスを置きます 


テンキーの矢印キーを使用して 
カーソルを移動できない 


[Num Lock] キーを押しまず。テンキーの矢印キーを使用ずる場合は、 [Num Lock] ランプが消えている 
状態にしまず 


カーソルが垂直方向または水平 
方向にしか移動しない（または画 
面上を滑らかに移動しない） 


マウスの底面からボールカバーを反時計回りに回転させて取り外し、ボールを取り出して、軽〈湿らせ 
た毛羽立たない柔らかい布でクリーニングしまず(紙は使わないで〈ださい）。ボールが動〈時に接す 
る口ーラーもクリーニングします 


オプティカルマウスでカーソルを 
うま〈動かせない 


マウスをマウスパッドまたは白い紙の上に置〈か、マウス底面の光センサのレンズを、毛羽立たない 
柔らかい布で軽〈拭きます(紙は使わないで〈ださい） 


カーソルの動きが速ずぎる、また 
は遅ずぎる 


カーソルの速度を調節します 

1 Windows Vista のスタートボタンーロントロールパネル]一[ハードウエアとサウンド]一[マウス] 

の順にクリックします 

2 [ポインタオプション]タブをクリックします 

3モーンョンスライダを[遅く]または博く]の方向に動かして、力ーソルカ 《 マウスの動きに反応する速 
度を上げるか下げまず 
4 [ OK ] をクリックしまず 
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■源 


トラブル 

巧決方ま 

コンピュータの電漏が入らない、また 
は起動しない 

コンピュータを外部電源に接続しているケーブルが、正し〈差し込まれていることを確認しまず 

コンピュータを外部電源に接続しているケーブルが正し〈差し込まれていて、電源コンセントが機 
能している場合、コンピュータ背面にある電漏装置のランプが緑色に点灯しまず。ランプが点灯し 
ない場合は、4ページの「困ったときは」を参照してサポート窓口にお問い合わせ〈ださし、 


ディスプレイ（モニタ）に何も表示されない場合は、モニタが正し〈接続されていない可能性があり 
まず。モニタコネクタをコンピュータに接続してしっかりと差し込み、電漏を入れまず。30ページの 
ディスプレイ（モニタ）のトラブルシューティングの項目を参照して〈ださい 


線間電圧の選択スイッチを、お住まいの国/地域に合わせて適切に設定しまず。または、4ページ 
の「困ったときは」を参照してサポート窓口にお問い合わせ〈ださし、 


電源コンセントに別の電気装置を接続して、コンセントカ 《 正しく機能しているかテストしまず 


対応していないメモリ （ RAM ) が取り付けられている可能性があります。古いメモリに交換ずること 
で、コンピュータを元の状態に戻します。手順については、『アップグレードガイがを参照して〈だ 
さい 


ハードドライブのデータケーブルと電源ケーブルを接続しなおしまず。手順については、『アップグ 
レードガイ刊を参照して〈ださし、 

無効なシステムディスク、非システム 
ディスク、またはディスクエラーに関 
するメッセージが表示される 

ドライブの動作が停止したら、ディスクを取り出し、キーボードのスぺースキーを押しまず。これ 
で、コンピュータが起動しまず 

電源、ボタンを押してもコンピュータの 
電源が切れない 

コンピュータの電漏が切れるまで、電漏ボタンを押したままにしまず 

コンピュータが自動的にシャットダウ 
ンする 

コンピュータが過熱している可能性があります。室温と同じ〈らいになるまでコンピュータを;令却し 
ます 

コンピュータの通気が遮られておらず、内部ファンが動作していることを確認します。コンピュータ 
によっては、内部ファンがない場合もあります 

コンピュータの日付および時刻表示 
が間違っている 

リアルタイムクロック （ RTC ) のバッテリを交換する必要があります。バッテリ寿命は約7年でず 
バッテリを交換する前に、[コントロールパネル]でオペレーティングシステムの日付と時刻を設定 
します。問題が解決しない場合は、バッテリを交換します。手順については、『アップグレードガイ 
ド J 1 を参照して〈ださい 

コンピュータに表示されるプロセッサ 
速度が低い 

実行中のアプリケーションが最高の他理能力を必要としていないため、プロセッサが自動的に低 
い速度で実行される場合に発生しまず 
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パフオーマンス 


トラブル 

巧決方ま 

ソフトウェアプログラムおよびファ 
イルの起動や反応に時間がかか 
る 

コンピュータに複数のユーザアカウントを作成してある場合は、他のユーザがログインしていないこと 
を確認しまず。一度に複数のユーザがログインしている場合、システムのリソースがユーザ間で共有 
されます 


ディスククリーンアッププログラムを実行して、不要なファイル(インターネットー時ファイル、使用しな 
いコンポーネントやプログラム、ごみ箱内のファイルなど)をハードドライブから削除します 

1 Windows Vista のスタートボタンー[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール] 
一[ディスククリーンアップ]の順にクリックします 

2 クリーンアップを実行ずるドライブを選択します 

3 削除するファイルタイプの隣のチェックボックスにチェックを入れます 

4 [OK] 一[はい]の順にクリックして、ファイルを完全に削除します 


ディスクデフラグプログラムを実行して、ハードドライブ上の断片化されたファイルをグループ化し、コ 
ンピュータの処理速度を上げます。このプログラムを実行しても、コンピュータ上のファイルおよびフナ 
ルダの場所には影響はありません 

を:ディスクデフラグプログラムは、完了までに時間がかかる場合があります。夜間に実行すること 
をおずすめします 

1 作業中のファイルを保存して、ずべてのプログラムを閉じます 

2 [ Ctrl ]、[ Alt ]、 および [ Delete ] キーを同時に押します 

3 [タスクマネージャの起動にクリックしまず 

4 [アプリケーン ヨン] タブで、表示されているずべてのプログラムを選択し、[タスクの終了にクリックし 
ます 

5 Windows Vista のスタートボタンー[すべてのプログラム]一[アクセサリ]一[システムツール] 
一[ディスクデフラグツール]の順にクリックしまず 

6 [最適化するにクリックしまず 


使用していないプログラムを削除します 

1 Windows Vista のスタートボタンー[コントロールパネル]の順にクリックします 

2 ロログラムのアンインストールにクリックしまず。ロログラムと機能]ウィンドウが開きまず 

3 肖り除ずるプログラムを選択し、[アンインストールにクリックしまず 

4 画面の説明に沿って操作しまず 


ハードドライブエラーをチェックしまず 

1 開いているプログラムおよびウィンドウをずベて閉じます 

2 Windows Vista のスタートボタンー[コンピュー列の順にクリックしまず 

3 チェックするハードドライブを右クリックして[プロパティ]をクリックしまず 
[システムのプロパティ]ウィンドウが開きます 

4 [ツール]タブをクリックしまず 

5 [エラーチェック]で[チェックするにクリックしまず 

6 必要な場合は、[ファイルシステムエラーを自動的に修復する]および[不良セクタをスキャンし、 
回復する]チェックボックスにチェックを入れます 

7 [開始にクリックします。再起動を要求された場合は、[はい]をクリックしまず 
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Bluetooth 無なデバイス 


トラブル 

巧決方ま 

Bluetooth デバイスが機能しない 

デバイスとコンピュータの距離が近ずぎたり遠ずぎたりせず、適切であることを確認しまず。適切な距 
離については、デバイスの説明書を参照して〈ださし、 


デバイスを取り外してから取り付けなおしまず 

1 Windows Vista のスタートボタンー [コントロ ールパネル]の順にクリックします 

2 [ハードウェアとサウンド]一 [Bluetoo ル デバイス]の順にクリックします 

3機能していないデバイスを選択して [削除に クリックします 

4 [追加にクリックしてデバイスのリセットボタンを押し、 [セットアップを 完了し、デバイスは発見可能 
になりました]チェックボックスにチェックを入れて [次へ にクリックしまず 

5画面の説明に沿って操作しまず 


デバイスの接続が多ずぎる可能性がありまず。デバイスの処理量が少なくなるまで待つ力、、他のデバ 
イスが検出されないように設定しまず。検出機能を無効にする方法については、デバイスの説明書を 
参照して〈ださし、 


無線通信を行うその他のデバイス（電子レンジ、コードレス電話、 802.1 1 無線ネットワークなど）が干 
渉していないことを確認します。機能しないデバイスを他のデバイスから遠ざけてみます 
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その他 


トラブル 

巧決方ま 

[メモリ不足です]というエラーメッ 
セージが表示される 

開いているすべてのプログラムを閉じて、行っていた操作を再度実行ずるか、 ,^=^=1^ 
コンピュ-夕を再起動しまず (Windows Vista のスタ-トボタンーロックボ 
タンの隣の矢印ボタンー[再起動]の順にクリックしまず）。再度メッセ-ジが表 
示される場合は、メモリの購入および増設を検討して〈ださし、 

リモートセンサが、リモートコント 
ロールからの信号を受信しない 
(一部のモデルのみ） 

1 Windows Vista のスタートボタンをクリックし、ロンピュータ]を右クリックして [ プロパティ ] を選択 
しまず 

2 [タスク]で[デバイスマネージぺをクリックしまず 

3 [USB(Universal Serial Bus) コントローラ]の隣のプラス記号 (+) をクリックします 

4 [ USB(Universal Serial Bus ) コントローラ]の下に [eHome Infrared Receiver ] が表示されている場 
合 、 Windows Vista は赤外線レシーバを正常に検出していまず。表示されていない場合は、次の 
手順に進みまず 

5 コンピュータに接続されているリモートセンサの USB ケーブルを取り外し、同じ USB コネクタに接続 
しなおします 

6 リモートセンサレ:>1外のすべての USB デバイスを取り外して、コンピュータを再起動します。[デバイ 
スマネージヤ]ウィンドウにリモートセンサが表示されてから、その他の USB デバイスを接続します 

メモリカードリーダ（一部のモデ 
ルのみ）力 《 、使用しているメモリ 
力ードを読み込めない 

使用中であることを示すランプが点滅している時は、メモリカードの挿入または取り出しは行わないで 
〈ださい。これを行うと、データが消失したり、カードリーダが損傷して修復できな〈なったりする場合が 
ありまず 

メモリカードによっては、読み取り/書き込みスイッチまたはセキュリティスイッチが付いています。 
データをカードに書き込む前に、カードのスイッチが書き込み可能に設定されていることを確認しまず 

保管しようとしているデータ量が、メモリカードの記憶可能領域を超えていなしにとを確認しまず 

メモリカードがサポートされている種類に ompactFlash ( UI 、 および Microdrive ) 、メモリスティック、メ 
モリスティック PRO 、 マルチメディアカード 、 SecureDigital ( SD ) 力ード、 SmartMedia 力ード、 xD ピク 
チヤカードなど)であることを確認します。一部のモデルでは、その他の種類もサポートしている場合 
があります 

メモリカードが正しいスロットに完全に挿入されていることを確認しまず 

メモリカードの接続部分に、穴や金属端子を塞いでいる巧れやごみがないかどうかをチェックしまず。 
軽〈湿らせた、毛羽立たない柔らかい布で端子をクリーニングします。必要に応じて、メモリカードを 
交換します 
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ソフトウェアの BB の修を 

お使いのコンピュータでは、通常の動作中、オペレーティングシス 
テムおよびインストールされたソフトウェアプログラムが使用され 
まず。ソフトウェアが原因でコンピュータが正常に動作しなし\また 
は停止する場合、その問題を修復できることがあります。 

ソフトウェアの修復には、コンピュータの再起動だけで済む簡単な 
ものもあれば、ハードドライブ上のファイルからシステムの復元を 
実行する必要があるものもありまず。 

を：コンピュータの修復は、このマニュアルに示されている順番で 
行って〈ださい。 

ソフトウェアの修なの概要 

このセクションには、ソフトウェアのトラブルが発生した場合に、コン 
ピュータを修復する方法を示しまず。各方法については、これに続 
〈セクションで詳し〈説明します。作業は、この概要に示されている 
順番で実行ずる必要があります。 

1コンピュータの再起動 
2コンピュータの電源切断 
3ドライバの更新 
4 Microsoft の[システムの復元] 

5ソフトウェアプログラムおよびハードウェアドライバの再インス 
卜ール 

6システムリカバリ 


コンピュータの再起動 

再起動は、最も簡単なコンピュータの修復方法でず。コンピュータ 
を再起動すると、オペレーティングシステムおよびソフトウェアがメ 
モリに再び読み込まれます。 

コンピュータを再起動するには、レ:>1下の手順で操作しまず。 

1開いているずベてのプログラムおよびウィンドウを閉じまず。 

2 Windows Vista のスタートボタンーロックボタンの隣の矢 
印一[再起動]の順にクリックしまず。 



を：ハードドライブを交換ずる場合は、システムリカバリを実行ず 
るだけで済みまず。 
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コンピュータの « 源切が 

コンピュータの電漏を切ってから再度電ミ原を入れると、オペレー 
ティングシステムがメモリに再び読み込まれまず。これにより、 
残っていた情報が一部消去されまず。コンピュータを再起動しても 
問題が解消されない時は、この操作を行うことで解消できる場合 
があります。 

コンピュータの電源を切るには、レ:>1下の手順で操作します。 


1開いているずベてのプログラムおよびウインドウを閉じます。 


2 Windows Vista のスタートボタンーロックボタンの隣の矢 
印一[シャットダウン]の順にクリックします。 


较 

a 

□ 


イシターネダト 
Internet Explorer 
竜子乂ール 

Microsoft Office Outlook 
ウエルカムたンター 
Windows Media Center 


Windows Media Player 



3 ユージック 
グーム 


^ Windows フォトギでラリー 
ミ^ Windows Live Messenger ダウン□-ド 
翊 Windows DVD メーカー 


條 

賊巧った贿 
コシビュータ 


お"ぺィシト 

邊 Windows ミーテイングスぺース 


► すぺてのプ□グラム 
冷まの巧抬_ 



ュ-ヴーの切りきえ (W) 
□グォ ：?( し） 

□ダク (0) 

巧織(の 


〜レブと飾ート 



3電源、ボタンを押して、コンピュータを起動しまず。 

ドライバの更新 

ドライバはプリンタ、ハードドライブ、マウス、キーボードなどの接続 
されたデバイスとコンピュータのやり取りを可能にずるソフトウェア 
プログラムです。 


ドライバを更新ずるには、また、新しいドライバで問題が解決され 
ない場合にドライバの前のバージョンに戻すには、下の手順 
で操作しまず。 


Windows Vista のスタートボタンをクリックし、[コンピュ ータ] 
を右クリックしてロロパティに選択します。 


r 


ィ—ネ， 
Internet B 



^ Windows フォトギでラリー 
を^^ Windows Live Messenger ダゥン□-ド 
Windows DVD メーカー 
^ Windows カレンダー 

を ペィント 

許 Windows ティシグスぺ-ス 

► すべてのプ□グラム 



ドライブの割な 
ドライブの巧!巧I 


ネジトワークドライブの巧が (C)... 
デスクトツプに表乐 (S) 

を前のをま (M) 

プ□バティ(巧 


四 


2 [タスク]で[デバイスマネージぺをクリックしまず。 



[ユーザーアカウント制御]が表示されます。 
3 [続行にクリックしまず。 
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4 プラス記号 （+) をクリックして、ドライバを更新または元に戻す 6 ドライバを検索する方法を選択し、画面の説明に沿って操作し 

デバイス ([ DVD / CD - ROM ドライスなど)を展開します。 まず。 



5 目的の項目を右クリックし、[ドライバソフトウェアの更新]を選 
択しまず。 

を:お使いのモデルにより、表示が異なる場合がありまず。 



Microsoft の[システムの夕元] 



Windows Vista には、コンピュータの構成を、現在のソフトウェアの 
問題が発生ずるが前の構成に復元できる機能が含まれていまず。 
この機能は、その時点のコンピュータの設定を記録する「復元ポイ 
ント」を作成ずることで、実行されまず。 

新しいプログラムがインストールされる時、インストール他理の前 
に、オペレーティングシステムにより自動的に復元ポイントが作成 
されまず。復元ポイントは手動で設定ずることもできまず。 

コンピュータ上のソフトウェアが原因と考えられるトラブルが発生し 
た場合は、[システムの復元]を使用して、コンピュータをレ:>1前の復 
元ポイントに戻しまず。 

ミ主:システムリカバリプログラムを使用する前に、必ずシステムの 
復元を実行して〈ださい。 
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システムの復元を行うには、レ: >1 下の手順で操作します。 


1開いているずベてのプログラムを閉じまず。 

2 Windows Vista のスタートボタンー[すべてのプログラ厶]一 
[アクセサリ]一[システムツール]一[システムの復元]の順にク 

リックします。 


t サクシドレコ—ダー 
田)夺ジトフークプ□安エクタへの渡民 
回ファィルるをちをして実巧 
なペィント 

a メモ巧 

こ I リモートデスクトジプ接境 
B つ-ドパッド 

a 聞 

® 同巧たンター 
Tablet PC 

ぃつンビュータの巧巧揉作 
ぃシステムツール 

巧 Internet Explorer (アドオンなし) 
み Windows を送ッール 
9コシト□—ルパネル 
コンピュータ 
おシステム输元 
巧システム巧巧 
© タスクスケジューラ 
a ディスククリーンアップ 
ディスクデフラグツール 
谊バがクアップの巧巧と巧ぶ 
〇文ぞコード表 

i 南に戻る 





[ユーザーアカウント制御]が表示されます。 

3 [続行]をクリックしまず。 

4 [次へにクリックしまず。 




im 


システムファイルと設定を復元しまず。 

システムのほ元は、 ] ンピュー如)実け速度を巧くする、あるいは]ンピュー娜巧答しねく 
なる巧が性のある巧延が运正する抑こ巧立ちます。 

ドキュプント、函を、その化の個人デー功こおでありません。処巧を元に戻すことらできま 
寸。 システムの巧元：はドのょぅにれ巧1，ますかク 

々器鬟ぞ欄夏お段;^ 


このオプションをぶ巧すると、を巧のちがプ□クラム、ドライバ、まなか 
フトウ巧のインスト-ルによス巧題びををしていると思われる巧合 
にそれらのインスト—ルを巧り消すことができます。 

2006。2/06 19:27:32イシストール Windows Update 
現なのタイムゾーン GMT+9: 孤 
のがのほ元ポイントを涅巧する(口 
ほをポイントを巧ぶするはま、 システムの f 呆器 が月いてください。 


[ <戻る (e )[ みへ ( N )> 〕 [ キサン tz ル ] 


手動で復元ポイントを追加するには、レ:>1下の手順で操作しまず。 
1開いているずベてのプログラムを閉じまず。 



2 Windows Vista のスタートボタンー [ コントロールパネル]の 

順にクリックしまず。 


3 [システ厶とメンテナンス]一[システム]の順にクリックします。 

4 [システ厶の保護にクリックしまず。 



5画面の説明に沿って操作します。 


[ユーザーアカウント制御]が表示されます。 
5 [続行にクリックしまず。 
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6 [自動復元ポイント]で、復元ポイントを作成ずるディスクを選択 
し、[作成にクリックしまず。 



7 画面の説明に沿って操作します。 

ソフトウェアの復元ポイントについて詳し〈調べるには、レ:>1下の手 
順で操作します。 


1 Windows Vista のスタートボタンー[ヘルプとサポート]の順 


にクリックしまず。 


がイシターネダト 
Internet Explorer 


電子イール 

Microsoft Office Outlook 


^ ウエルカムたンター 

^^ Windows Media Center 
Windows Media Player 



^ Windows フオトギでラ U- 

Windows Live Messenger ダゥン I 
翊 Windows DVD メーカー 


漁 

最近巧った巧巨 
つシピユータ 


Windows カレンダー 
み システム©«5^ 

’シベィント 



HS のプ□グラム 


► ずべてのブロクラム 


まの巧始 

西 



2レ:>1下のダイアログが表示された場合は、[はい]または[いいえ] 
をクリックしまず。 



3 [検詞ボックスに「システムの復元」と入力し、[検索]をクリックし 
まず。 

@ Windows 〜レプとサポート 
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を：コンピュータに同捆されている CD または DVD からインストール 
したソフトウェアプログラムを再インストールする場合に、 Recovery 
Manager プログラムを使用しないで〈ださい。これらのプログラム 
は CD または DVD から直接再インストールして〈ださい。 


プログラムをアンインストールずる前に、再インストールが可能で 
あることを確認して〈ださい。もともとインストールした場所（ディスク 
やインターネットなど）で現在も利用できることを確認しまず。また 
は、対象のプログラムが、 Recovery Manager から再インストール 
できるプログラムの一覧に含まれていることを確認しまず。 


Recovery Manager でインストール可能なプログラムの一覧を確認 
するには、レ:>1下の手順で操作します。 

1 Windows Vista のスタートボタンー[すべてのプログラ厶]一 
[ PC ヘルプとツール]一 [Recovery iWanager ] の順にクリック 
します。 

2 [アドバンスドオプション]一[お使いのコンピュータに付属のソフ 
トウェアプログラ厶を再インストールしてください]一[次へ]の順 
にクリックしまず。 

3 [ソフトウェアプログラムの巧インストーラへようこそ]画面で[次 
へ]をクリックします。 

プログラムの一覧が表示されます。該当ずるプログラムがある 
か確認しまず。 


ずべてのプログラム 


な巧の。巧 

■。な 



ロログラ厶]でロログラムのアンインストールにクリックしま 

す。 


► コントロールバネル 







碟 




ユーブーアカウントとぞ巧のための 

佑貴のユーヴーへのをまちによる巧 
t 脱 Hz ットアップ 

ユ—ヴ—ァカゥン户1)51^日または規 


K フークとイシターネット 
夕ーネットへの巧病 
キットフークのげ巧とタスクの表； 
ファィィ1^0?«の就 

一八-ドウエアとサウンド 

CD または化のメディアの目巧再生 
W プリンタ 


] グラム 

Iヴろムのアシイシストール 

スタートアッププ□グラム (I® ま 


デスクトップのカスタマイズ 
デスクトップ貴棘き 
色のカスタ7イズ 
西面のお々度の體 


時計、言語、ぉょび臟 
キ-ボ-ドまたは入力巧 


图 


-ボードまたは入； 

コシピユータのな単担作 
視覚ディスプレイの唐!化 
その他のオプション 


ソフトウェアプログラムおよび 
ハードウエアドライバの再インストール 

工場出荷時にインストールされたソフトウェアプログラムまたは 
ハードウェアドライバが破損した場合は、 Recovery Manager (リカ 
バリマネージヤ)プログラムを使用してそれらを巧インストールでき 
ます（一部のモデルのみ）。 


プログラムをアンインストールするには、レ:>1下の手順で操作します。 
1すべてのソフトウェアプログラムおよびフォルダを閉じまず。 

2破損したプログラムをアンインストールしまず。 

a Windows Vista のスタートボタンー[コントロールパネ 

ル]の順にクリックします。 



■み rc ム ^ ^ I ^ ^ 

て Ul ^ 1 I 1 1 I I 供 

^ イ h 更 M ウ W W W W W W シ ぺ 

吊虹 a © B 虹を a 纖 Ar ぉ 
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c 削除するプログラムを選択して[アンインストール]をクリック 
します。 



2 [アドバンスドオプション]一[お使いのコンピュータに付属のソフ 
トウェアプログラ厶を再インストールしてください]一[次へ]の順 
にクリックしまず。 

3 [ソフトウェア プログラムの再インストーラへようこそ]画面で[次 
へに クリックします。 

4インストールするプログラムを選択して [ 次へ ] をクリックし、画面 
の説明に沿って操作しまず。 

5再インストールが完了したら、コンピュータを再起動しまず。 

を:最後の手順を省略しないで〈ださい。ソフトウェアプログラムま 
たはハードウェアドライバのリカバリが完了したら、コンピュータを 
再起動する必要があります。 

システムリカバリ 


[ユーザーアカウント制御]が表示されます。 
d [続行]をクリックしまず。 

e アンインストールの手順を続行する場合は[はいにクリックし 
ます。 


HP コネクシヨン 





rHP コネクシヨソをコンピユータから苗!除してちよろしいですか？ 


はい的 


いい元化) 


Recovery Manager を使用してプログラムを巧インストールするに 
は、 ly 下の手順で操作しまず。 


1 Windows Vista のスタートボタンー [ すべてのプログラ厶]一 
[PC ヘルプとツール ] 一 [Recovery iWanager ] の順にクリック 
します。 



これまでに説明したコンピュータの修復方法を試した後で、工場出 
荷時のオペレーティングシステム、ソフトウェアプログラム、およ 
びハードウェアドライバを再インストールする最後の手段として、 
システムリカバリを実行できます。 


システムリカバリ：ハードドライブの内容を完全に消去し、フォー 
マットしまず。これにより、これまでに作成したずべてのデータ ファ 
イルも削除されます。システムリカバリにより、オペレーティングシ 
ステム、プログラム、およびドライバが再インストールされまず。た 
だし、工場出荷時にコンピュータにインストールされていないソフト 
ウェアは、手動で再インストールする必要がありまず。これには、コ 
ンピュータに同捆されている CD からインストールしたソフトウェア、 
およびコンピュータ購入後にインストールしたソフトウェアが含まれ 
ます。 


システムリカバリの実行方法をレ:>1下から選択する必要がありまず。 

リカバリイメージ：ハードドライブに格納されているリカバリイメー 
ジからシステム リカバリを実行します。リカバリイメージは、工場 
出荷時のソフトウェアのコピーが含まれたファイルです。ハードドラ 
イブ上のリカバリイメージからシステムリカバリを実行するには、 
49 ぺージの「ハードドライブからのシステムリカバリの開始」を参 
照して〈ださい。 

を：リカバリイメージは、ハードドライブの、データ保存に使用でき 
ない領域を使用します。 


リカバリディスク：ハードドライブに格納されているファイルから作 
成したリカバリディスクに D または DVD) のセットから、システムリ 
カバリを実行します。リカバリディスクを作成する方法については、 
レ:>1下の項目を参照して〈ださい。 
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リカバリディスクの作成 

このセクションで説明する手順を実行して、ハードドライブに格納さ 
れているリカバリイメージから、リカバリディスクのセットを作成し 
まず。このイメージには、工場出荷時にコンピュータにインストール 
されていたオペレーティングシステムおよびソフトウェアプログラ 
ムのファイルが含まれていまず。 

お使いのコンピュータで作成できるリカバリディスクは1セットのみ 
です。また、作成したリカバリディスクは、お使いのコンピュータで 
のみ使用できまず。 

リカバリディスクを作成した後、ハードドライブの使用可能領域を 
増やしたい場合は、リカバリイメージを削除できまず。 


を：リカバリ CD または DVD を作成していない場合は、リカバリイ 
メージを削除しないで〈ださい。 

リカバリディスクの選が 

リカバリディスクを CD ではな 〈 DVD で作成ずると、レ:>1下の利点があ 
ります。 

• DVD は CD よりも容量が大きいため、記録や格納に必要なディ 
スクが少な〈て済みます。 

• DVD のリカバリディスクは、 CD のリカバリディスクと比べて作 
成に時間がかかりません。 

リカバリディスクを作成ずるには、コンピュータに、 CD / DVD 書き 
込みドライブ、または CD / DVD に書き込み可能なその他のドライブ 
が搭載されている必要があります。 

DVD + RW 、 DVD - RW 、 および CD - RW ディスクは、リカバリディスク 
の作成に使用できません。 

高品質のディスクを使用する必要がありまず。リカバリディスク 
セットの作成は非常に重要なため、高い基準での検証他理が行わ 
れまず。「ディスク書き込み時の記録エラー」または「ディスクの検 
証中にエラーが検出されました」などのエラーメッセージが表示さ 
れる場合があります。 

ディスクに問題があるために、そのディスクを使用できない場合が 
あります。新しいディスクを挿入して再度試すように要求ずるメッ 
セージが表示されます。ディスクを使用できないことは異常ではあ 
りません。 


リカバリディスクに使用されるディスクの数は、お使いのコン 
ピュータのモデルによって異なりまず。ディスクを作成ずるプログラ 
ムの画面上に、必要な空のディスクの数が示されまず。レ U 下の表 
に、必要なディスクのおおよその数を示します。 


ディスクドライブ 

ディスクの種類 

必要な空のディスクの数 

DVD 

DVD - R 、 DVD+R 

1〜3枚 

DVD 

DVD + R (2 層記 

録対応） 

1〜2枚 

CD 

CD-R 

7〜16枚 

CD または DVD ド 


HP のサポート窓口に問い 

ライブが'ない 


合わせて〈ださい 


この作業は、ディスクに書き込まれた情報が正しいかどう力、を確認 
するために、ある程度の時間がかかります。作業はいつでも中止 
できます。次にプログラムを実行する時は、中止した場所から再開 
されまず。 

システムリカバリディスクを作成ずるには、下の手順で操作し 
ます。 

1 開いているずベてのプログラムを閉じます。 


2 Windows Vista のスタートボタンー[すべてのプログラム]一 
[ PC ヘルプとツール]一[システムのリカバリディスクを作成]の順 
にクリックしまず。 



[ユーザーアカウント制御]が表示されます。 

3 [続行]をクリックします。 

[Recovery Manager ] ウィンドウが表示されます。 
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4 [次へ]をクリックします。 


6 [次へ]をクリックしまず。 


Recovery Manager 


ようこそ 

リカバリディスウでシステムを巧入巧のが總こほ元することげできます。 

システムからは一組のリカバリディスウしか化巧できません。 

今す州か w ディスウを巧巧して、しっかり巧管しても'いてください。 

JfeiL 

続府じは、かけ州ッゥ 

— SoftThinks 2007 

1 11 ;たへ> .1 1キャンセル J 



5空のディスクに D または DVD ) を必要枚数用意し、最初の1枚を 
挿入し、[次へ]をクリックします。 


Recovery M 

W 


Mi, 


©SoftThinks 2007 



空の書込可宫热ディスクを巧入してくださし、 

必要なディスウの数は、ほ巧するディスウのタイプじよります。 

おめる前こ、遇巧するタイプのディスウの数が十みあるか確かめてください。 
ディスウのタイプは同じらのけ反ります。 

ディスウの数 

ほ巧する階 CD: 10 

ほ巧する隐 DVD: 2 

ほ巧する階 DVD*DL (二ち構适)； 1 


最巧の空のディスウを巧人して、みへをウリ》ウ 


][ みへ> 


キャン t ル 


リカバリディスクの作成が開始されまず。 

7 複数枚のディスクに書き込む場合は、ディスクが作成されたら 
そのディスクを取り出し、次のディスクを挿入して[次へ]をクリツ 
クしまず。 



次のディスクの作成が開始されまず。 
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8 ディスクが作成されたらディスクを取り出し、[次へ]をクリックし 
まず。 



9 [終了]をクリックします。 



欧 


Manager 




システムリカパリディスクが作成されました 


システムりか ':リディスクは巧巧されました。 

システムには一を且のリカバリディスウしか化がされません。 
リカ"りディスクはきらんと巧昔しておいてください。 


システムリカバリのナプシヨン 

システムリカバリはレ:>1下の順唐で実行ずる必要がありまず。 

1 ハードドライブを使用して ： Windows Vista のスタートメニュー 
から 

2ハードドライブを使用して：システムの起動中にキーボードの 
[ F 11] キーを押ず 

3 作成したリカバリディスクから 

4 HP のサポート窓口で購入したリカバリディスクから 

リカバリディスクを購入ずるには、 http :// welcome . hp . com / 
country / jp / ja / support . html にアクセスし、ソフトウェアおよびド 
ライ/くのダウンロードぺージでお使いのコンピュータのモデル 
を検索します。 

ハードドライブからのシステムリカバリの開始 

ハードドライブ上のリカバリイメージからソフトウェアを再インストー 
ルするには、次のどちらかの方法があります。 

•スタートメニューからシステムリカバリを開始する 

• システムの起動中にシステムリカバリを開始する 

Windows Vista スター トメニューからの 
システムリカバリの開始 

コンピュータが機能しており 、 Windows Vista を使用できる場合は、 
レ:>1下の手順でシステムリカバリを実行しまず。 



を：システムリカバリオプションにより、コンピュータの購入後に作 
成またはインストールしたすべてのデータまたはプログラムが削除 
されます。残しておきたいデータは、必ずリムーバブルディスクに 
バックアップしておいて〈ださい。 


作成したリカバリディスクにはラベル（リカバリしリカバリ2など)を 
付け、安全な場所に保管して〈ださい。 


1 コンピュータの電漏を切ります。 

2モニタ、キーボード、および'マウス！^外に接続されている周辺機 
器 （ USB 接続機器、プリンタなど）を、コンピュータからずベて取 
り外しまず。 

3 コンピュータの電源を入れまず。 
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4 Windows Vista のスタートボタンー[すべてのプログラム]一 
[ PC ヘルプとツール]一 [Recovery Manager ] の順にクリック 
します。 



逛巧しい Microsoft Office ドキュメント 
BeatJam 

Catalyst Control Center 
Catalyst Install Manager 
Extras とアップグレード 


JUSTSYSTEM ヴ ■ 巧-' >3 ン 
Microsoft Office 
Norton Internet Security 
Online Services 
PC/V レプとツー J レ 
與 HP Pavilion ヴポート情巧 
国 HP コネクション 
巧 Recovery Manager 
巧システムのリカバリディスクを作巧 
ドゥエ:新ツー J レ 

< 前に戻る 


四 



[ユーザーアカウント制御]が表示されます。 
5 [続行にクリックしまず。 


6 [Recovery Manager へようこそ]ウインドウで[アドバンスド寸プ 
シヨン]ボタンをクリックします。 



7 [購入時のが態にコンピュータを復元に選択し、[次へにクリッ 
クしまず。 


8 次の画面で[次へにクリックしまず。 
コンピュータが再起動します。 


を:システムのリカバリパーテイシヨンが検出されなかった場合、リ 
カバリディスクを挿入するよう求められまず。 


9 [ようこそ]画面で [次へ] をクリックしまず。 

10 システムの回復を行うよう求められたら、 [いいえ] 一 [次へ] の順 
にクリックしまず。 

11 システムリカバリの実行を確認ずる画面で [はい] 一 [次へ] の順 
にクリックしまず。 

12 ファイルをバックアップするよう求められ、まだバックアップを 
行っていない場合は、[はい]をクリックします。それレ:>1外の場合 
は [いいえ]一[次へ] の順にクリックしまず。 

システムリカバリが開始しまず。システムリカバリが完了ずる 
と、コンピュータが再起動しまず。 

13 登録処理を行い、デスクトップが表示されるまで待ちます。 

14 コンピュータの電源を切り、ずべての周辺機器を接続しなおして、 
コンピュータの電漏を入れまず。 

15 52ページの「リカバリ手順実行後の作業」の手順を実行しまず。 

システム起苗!中のシステムリカバリの開始 

Windows Vista を使用できないが、コンピュータが機能ずる場合は、 
レ:>1下の手順でシステムリカバリを実行しまず。 

を：システムリカバリオプションにより、コンピュータの購入後に作 
成またはインストールしたすべてのデータまたはプログラムが削除 
されます。残しておきたいデータは、必ずリムーバブルディスクに 
バックアップしておいて〈ださい。 


1 コンピュータの電源、を切ります。必要であれば、コンピュータの 
電源が切れるまで竜漏ボタンを押したままにしまず。 


2コン ピュ ータ から、 モニタ、 キ ー ボ ード、 および マウス！^外の す 
ベての周辺機器を取り外します。 


3 電源ボタンを押して、コンピュータの電源を入れまず。 


4 起動中に HP Invent のロゴが表示されたら 、 [Recovery 
Manager ] ウインドウが表示されるまで、キーボードの [ F 1 リキー 
を繰り返し押しまず。 


5 [アドバンスドオプション]ボタンをクリックします。 
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6 [アドバンスドオプション]ウインドウで[購入時のが態にコン 
ピュータを復元]一[次へ]の順にクリックします。 


7 ファイルをバックアップずるよう求められ、すでにバックアップを 
行ってある場合は、[いいえ]一[次へ]の順にクリックしまず。 

8 システムリカバリが開始しまず。システムリカバリが完了ずる 
と、コンピュータが再起動しまず。 

9 登録処理を行い、デスクトップが表示されるまで待ちます。 

10 コンピュータの電源を切り、すべての周辺機器を接続しなおして、 
コンピュータの電源を入れまず。 

11 52ぺージの「リカバリ手順実行後の作業」の手順を実行しまず。 

リカバリディスクからのシステムリカバリの開始 

このセクションでは、「システムリカバリディスクの作成」の説明に 
沿って作成したリカバリディスクからシステムリカバリを実行ずる 
手順について説明します。 

を：システムリカバリオプションにより、コンピュータの購入後に作 
成またはインストールしたすべてのデータまたはプログラムが削除 
されます。残しておきたいデータは、必ずリムーバブルディスクに 
バックアップしておいて〈ださい。 


リカバリディスクを使用してシステムリカバリプログラムを実行ず 
るには、 ly 下の手順で操作します。 

1 コンピュータが動作ずる場合は、残しておきたいすべてのデー 
タファイルを CD または DVD にバックアップします。完了したら、 
ディスクトレイからパ'ックアップディスクを取り出しまず。 


n ミ主意：ハードドライブ上のすべてのデータが削除されます。バック 
アップを行わない場合、すべてのデータが失われます。 


2 リカバリディスク#1を、適切なドライブトレイ （CD または DVD) 
に挿入し、トレイを閉じまず。 


3 コンピュータが動作している場合は、 Windows Vista のス 
夕ートボタン^ロックボタンの隣の矢印ボタン ー[シャット ダウ 
ン]の順にクリックします。 

または 

コン ピュータが応答しない場合は、 コン ピュータの電源が切れる 
まで、約5秒間電源ボタンを押したままにしまず。 


[ 


f Internet 
一更子乂 一J 


ル 

ft Office 〇 1 


みィ 

Microsoft 01 
j ウエルカムわンター 
Windows Media Center 
Windows Media Player 
^ Windows フォトギでラリー 
^ Windows Live Messenger ダウン□-ド 
|<^ Windows DVD メーカー 
^^ Windows カレンダー 
Recovery Manager 

A システムのリカ八リディスクを作巧 



ュ-ヴ-の切り替え (W) 
□グォフ (L) 

□がク(〇) 

巧細(の 
スリ-プ (S) 

シでジトダウシ (U) 


4 コンピュータから、モニタ、キーボード、およびマウス！^外のす 
ベての周辺機器を取り外します。 


5 竜漏ボタンを押し、コンピュータの電漏を入れまず。 

システムリカバリをディスクとハードドライブのどちらから行うか 
を選択するウィンドウが表示される場合があります。 

6 リカバリディスクから行うオプションを選択し、[次へにクリックし 
まず。 


7 [Recovery Manager へようこそ]画面で[アドバンスドオプション] 
をクリックします。 

8 [アドバンスドオプション]ウインドウで[購入時のが態にコン 
ピュータを復元卜[次へ]の順にクリックします。 


9 ファイルをバックアップずるよう求められ、すでにバックアップを 
行ってある場合は[いいえ]一[次へ]の順にクリックします。 


10 次のリカバリディスクを挿入するよう求められたら、ディスクを 
挿入します。 


11 Recovery Manager の処理が完了したら、最後のリカバリデイ 
スクを取り出します。 

12 [完了]をクリックしてコンピュータを再起動しまず。 
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リカバリ手順実行後の作業 

1 [ Windows セットアッス画面の説明におってセットアップ手順を 
実行し、最後の画面で[スタート]をクリックして Windows デスク 
トップを表示しまず。 

2 インターネットの接続設定を行いまず。 

3 Windows Update を実行して、 Microsoft から重要な更新プログ 
ラムを入手しまず。 

a Windows Vista のスタートボタンー[コントロールパネ 

ル]の順にクリックします。 

b [セキュリティ]の[更新プログラムの確認]をクリックしまず。 

C [更新プログラムのインストールにクリックしまず。 

4 コンピュータを巧起動します。（一部の更新プログラムは、再起 
動ずるまでインストールが完了しません。） 

5 HP Update を実行して、 HP から重要な更新プログラムを入手し 
まず。 

a Windows Vista のスタートボタンー[すべてのプログラ 
ム]一 [ HPp ナルダー [HP Update ] の順にクリックします。 
b 画面の説明に沿って操作し、ドライバおよびソフトウェアの 
更新プログラムをダウンロードします。 


6 コンピュータの電漏を切り、ずべての周辺機器を接続しなおして 
から、コンピュータの電漏を入れます。 

7 コンピュータに付属のソフトウェアおよび追加で購入したソフト 
ウェアを巧インストールしまず。 

• コンピュータに付属のソフトウェアの一部は、システムリカバ 
リソフトウ X アによりすでに巧インストールされている場合が 
ありまず。 

• ソフトウェアプログラムの更新を行っていた場合は、再度更 
新プログラムをインストールます。更新プログラムは通常ソフ 
トウェアの製造販売元の Web サイトからダウンロードできま 
ず。 

8 システムリカバリの前にバックアップを行った場合は、バック 
アップメディアからハードドライブに、バックアップデータファイ 
ルをコピーします。 

9 システムで最新のセキュリティソフトウ X アが実行されているこ 
とを確認します。 
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HP Pavilion デスクトップ PC 修理依頼確認書 

記入日20 年 月 曰 


①お客様情報 


フリガナ 


フリガナ 


お名前 


住所 

干 

電話番号： FAX 番号： 

平日昼間の連絡先 (お勤め先•携帯電話等）： 

法人として使用している場合には、な下の情報もご記入ください。 

フリガナ 


フリガナ 


貴社名 


部署名 



【記憶装置(ハードディスクやメモリ等)内のオペレーティングシステムおよびデータ等の消失に関するご同意確認】 

•弊社では修理品内の OS 、 データ、各種設定、アプリケーシヨン等のバックアップを行ないませんので、あらかじめご了承〈ださい。 
また、修理中にこれらのデータ等が消失する可能性もあり得ますが、いかなる場合でも弊社はこれらのデータ等の補償を 
いたしません。 

お客様の大切なデータ等を保護するためにも、必ずバックアップを取ってから修理品をお送り〈ださい。 

※本項のご署名が無い場合、作業報告書にその旨を記載し修理をせずにご返却させて頂きます。 


本項の内容について同意します。ご署名. 
②修理品情報_ 


修理受付番号26 

HP CarePack □本体用3年 U 4812 E 
□モニタ用3年 UC 758 E 
□無し 

製品名： 

製品番号： 

シリアル番号： 

修理料金のお見積り 
(有償修理の場合） 

□不要連絡無しに修理してもよい n 万円な下（税込み）であれば連絡無しに修理してもよい 

□必要（郵送 - FAX ■電話 ） での見積連絡を希望 

本体と一緒に捆包する物 

□無し 

□保証書□電源コード （ 本） acD/DVD 媒体 （ 枚） ape スタンド 

□キーボード（□ワイヤレス、□レシーパ')□マウス（□ワイヤレス） 

□リモコン（□レシーバ）□スピーカ□接続ケーブル （ ） 

□その他 （ ） 

【重要】 

ハードディスクの初期化※ 2 
が必要になった場合 

□同意する 

□同意しない 

ご署名 

f 故障原因がハードディスクまたはソフト障害の場合、ご同意いただけないと修理することができません。^ 
そのままご返却することをご了承ください。ハード'ディスク故障またはソフト障害の場合だけ初期化、 

L 他の部品故障の場合はハードディスクを右]期化しません。 J 

ウィルスが発見された場合 

□未処置で返却希望 

□ハードディスクの初期化を希望 

BIOS によるパスワード設定 

□設定していない 

□パスワードを教える（パスワード： ） 

ハードディスクドライブロック 
(セキュリティ機能）のパスワード 

□設定していない 

□パスワードを教える（パスワード： ） 

Windows ログオン時のパスワード 

□設定していない 

□パスワードを教える（パスワード： ） 

修理受付香号には、修理受付時に発行される26で始まる10巧の香号をご記入〈ださい。 

X 2 【重要】初期化によってハードディスク内に記録されているお客様のデータおよびソフトウェアはすべて消去されます。 


③を状 

具体的なを化をご記入〈ださい: 


発生頻度□常時 □( _) 回/日 □( _ ) 回/週 □( _ ) 回/月_□起動直後 _□ 起動から （_) 時間後くらい 

発生を件(特定の条件や動作を具体的にご記入〈ださい）： 


④修理品の引き取り先•返却先情報□①のお客様情報と同じ□な下の宛先を希望 


フリガナ 


フリガナ 


お名前 


住所 

干 

電話番号： FAX 番号： 

平日昼間の連絡先 (お勤めホ•携帯電話等）： 

法人として使用している場合には、な下の情報もご記入〈ださい。 

フリガナ 


フリガナ 


貴社名 


部署名 



【重要】地上波デジタルチューナが故障した場合 

地上波デジタルチューナを修理交換すると、ハードディスク内の録画済みデータを再生できなくなることがあります。 

万一何らかの不具合により、正常に録画•編集されなかった場合の内容の補償、記録した内容が正常に巧生できなくなった場合の 
録画•編集内容の補償につきましては、当社は責任を負いかわます。ご容赦ください。の 

X3 HP Pavilion デスクトップ PC を修理に出す時は、 B-CAS 力ードは PC と同ネ困し一緒に修理センターへお送りください。 

【お客様情報について】 

「HP Pavilion デスクトップ PC 修理依頼確認書」にご記入いただきました、お客様の氏名•住所等の個人情報は、厳重に管理し、 
修理のためだけに利用します。また、この目的のため、業務委託先などに提供する場合がありますので、ご承知おきください。 
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